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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についての
ワイヤレス通信に関する情報を受信することと、
　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）通信のためのＣ
ＣＡプロシージャを実施する際にユーザ装置（ＵＥ）によって使用されるための、少なく
とも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータを決定することと、ここに
おいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記アンライセンススペクトル上で
動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関する前記受信
された情報に基づいて決定され、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを前記基地局から前記ＵＥ
に送信することと、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、ＵＥのグ
ループに知られている無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を伴う新しいダウンリン
ク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットによって複数のＵＥにブロードキャストされる、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記情報を受信することは、少なくとも１つのＵＥから報告を受信することを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記情報を受信することは、前記複数のＲＡＴについてのトラフィックを観察すること
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、スロットごとに前記ＵＥによって使用され
ることになるＣＣＡしきい値を備える、ここにおいて、異なるＣＣＡしきい値は、異なる
スロットについて示される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記基地局から前記ＵＥに示される前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、チャネ
ルアクセススキームまたはバックオフスキームのうちの１つのインジケーションを備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記基地局から前記ＵＥに示される前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、チャネ
ルアクセススキームのインジケーションを備え、前記示されるチャネルアクセススキーム
は、ＵＬチャネルごとに異なる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記ＣＣＡプロシージャのためのスロット
の少なくとも一部についての持続時間を備え、ここにおいて、異なるスロットは、異なる
持続時間を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、予約信号タイプを尊重するかどうかのイン
ジケーションを備え、前記予約信号タイプは、
　Ｗｉ－Ｆｉ予約信号、
　ＵＥ展開に関連する予約信号、または、
　別のライセンス支援アクセス展開に関連する予約信号、
　のうちの少なくとも１つである、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記インジケーションは、最大送信電力または送信電力の変化を備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項１０】
　基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についての
ワイヤレス通信に関する情報を受信することと、
　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）通信のためのＣ
ＣＡプロシージャを実施する際にユーザ装置（ＵＥ）によって使用されるための、少なく
とも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータを決定することと、ここに
おいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記アンライセンススペクトル上で
動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関する前記受信
された情報に基づいて決定され、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを前記基地局から前記ＵＥ
に送信することと、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記ＣＣ
Ａプロシージャを実施するとき、Ｗｉ－Ｆｉチャネル使用ビーコン信号（Ｗ－ＣＵＢＳ）
を送信するかどうかを示す、
　を備える、方法。
【請求項１１】
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、または、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて前記ＵＥに送信される、請求項１０に記載の方法。
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【請求項１２】
　前記情報は、前記ＵＥから受信され、前記ＵＥによって受信されるＷｉ－Ｆｉパケット
のタイプ、ダウンリンク（ＤＬ）送信についての干渉測定報告、およびＣＣＡクリアラン
ス統計値のうちの少なくとも１つを備え、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記ＵＥから受信された前記情報を少なく
とも部分的に使用して決定される、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についての
ワイヤレス通信に関する情報を受信することと、
　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）通信のためのＣ
ＣＡプロシージャを実施する際にユーザ装置（ＵＥ）によって使用されるための、少なく
とも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータを決定することと、ここに
おいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記アンライセンススペクトル上で
動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関する前記受信
された情報に基づいて決定され、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを前記基地局から前記ＵＥ
に送信することと、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、競合ベー
スのアクセスがＵＬ送信について可能にされているかどうかを示し、ここにおいて、前記
競合ベースのアクセスが可能にされていることを前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータ
が示すとき、前記ＵＥは、前記基地局からのＵＬグラントなしに、チャネルを求めて競合
することができ、ここにおいて、前記競合ベースのアクセスが可能にされていないことを
前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータが示すとき、前記ＵＥは、前記チャネルを求めて
競合するために前記基地局からの前記ＵＬグラントを待つ、
　を備える、方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、アップリンクＣＣＡ免除送信（ＵＬ－ＣＥ
Ｔ）が可能にされているかどうかを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についての
ワイヤレス通信に関する情報を受信するための手段と、
　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）通信のためのＣ
ＣＡプロシージャを実施する際にユーザ装置（ＵＥ）によって使用されるための、少なく
とも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータを決定するための手段と、
ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記アンライセンススペクト
ル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関する前
記受信された情報に基づいて決定され、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを前記基地局から前記ＵＥ
に送信するための手段と、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、Ｕ
Ｅのグループに知られている無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を伴う新しいダウ
ンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットによって複数のＵＥにブロードキャストされる
、
　を備える、装置。
【請求項１６】
　前記情報を受信することは、少なくとも１つのＵＥから報告を受信すること、または前
記複数のＲＡＴについてのトラフィックを観察することのうちの少なくとも１つを含む、
請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
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　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、または、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて前記ＵＥに送信される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記情報は、前記ＵＥから受信され、前記ＵＥによって受信されるＷｉ－Ｆｉパケット
のタイプ、ダウンリンク（ＤＬ）送信についての干渉測定報告、およびＣＣＡクリアラン
ス統計値のうちの少なくとも１つを備え、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記ＵＥから受信された前記情報を少なく
とも部分的に使用して決定される、
　請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記基地局から前記ＵＥに示される前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、
　スロットごとに前記ＵＥによって使用されることになるＣＣＡしきい値、ここにおいて
、異なるＣＣＡしきい値は、異なるスロットについて示される、
　チャネルアクセススキーム、
　バックオフスキーム、
　前記チャネルアクセススキームであって、前記示されるチャネルアクセススキームがＵ
Ｌチャネルごとに異なる、前記チャネルアクセススキーム、
　前記ＣＣＡプロシージャのためのスロットの少なくとも一部についての持続時間、ここ
において、異なるスロットは、異なる持続時間を有する、
　予約信号タイプを尊重するかどうか、前記予約信号タイプは、Ｗｉ－Ｆｉ予約信号、Ｕ
Ｅ展開に関連する予約信号、または別のライセンス支援アクセス展開に関連する予約信号
のうちの少なくとも１つである、
　前記ＣＣＡプロシージャを実施するとき、Ｗｉ－Ｆｉチャネル使用ビーコン信号（Ｗ－
ＣＵＢＳ）を送信するかどうか、
　競合ベースのアクセスがＵＬ送信について可能にされているかどうか、ここにおいて、
前記競合ベースのアクセスが可能にされているとき、前記ＵＥは、前記基地局からのＵＬ
グラントなしに、チャネルを求めて競合することができる、または
　アップリンクＣＣＡ免除送信（ＵＬ－ＣＥＴ）が可能にされているかどうか、
　のうちの少なくとも１つを示す、請求項１５に記載の装置。
【請求項２０】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）について
のワイヤレス通信に関する情報を受信することと、
　　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）通信のための
ＣＣＡプロシージャを実施する際にユーザ装置（ＵＥ）によって使用されるための、少な
くとも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータを決定することと、ここ
において、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記アンライセンススペクトル上
で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関する前記受
信された情報に基づいて決定され、
　　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを前記基地局から前記Ｕ
Ｅに送信することと、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、ＵＥの
グループに知られている無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を伴う新しいダウンリ
ンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットによって複数のＵＥにブロードキャストされる、
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　を行うように構成される、
　装置。
【請求項２１】
　前記情報を受信することは、少なくとも１つのＵＥから報告を受信すること、または前
記複数のＲＡＴについてのトラフィックを観察することのうちの少なくとも１つを含む、
請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記基地局から前記ＵＥに示される前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、
　スロットごとに前記ＵＥによって使用されることになるＣＣＡしきい値、ここにおいて
、異なるＣＣＡしきい値は、異なるスロットについて示される、
　チャネルアクセススキーム、
　バックオフスキーム、
　前記チャネルアクセススキームであって、前記示されるチャネルアクセススキームがＵ
Ｌチャネルごとに異なる、前記チャネルアクセススキーム、
　前記ＣＣＡプロシージャのためのスロットの少なくとも一部についての持続時間、ここ
において、異なるスロットは、異なる持続時間を有する、
　予約信号タイプを尊重するかどうか、前記予約信号タイプは、Ｗｉ－Ｆｉ予約信号、Ｕ
Ｅ展開に関連する予約信号、または別のライセンス支援アクセス展開に関連する予約信号
のうちの少なくとも１つである、
　前記ＣＣＡプロシージャを実施するとき、Ｗｉ－Ｆｉチャネル使用ビーコン信号（Ｗ－
ＣＵＢＳ）を送信するかどうか、
　競合ベースのアクセスがＵＬ送信について可能にされているかどうか、ここにおいて、
前記競合ベースのアクセスが可能にされているとき、前記ＵＥは、前記基地局からのＵＬ
グラントなしに、チャネルを求めて競合することができる、または
　アップリンクＣＣＡ免除送信（ＵＬ－ＣＥＴ）が可能にされているかどうか、
　のうちの少なくとも１つを示す、請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　基地局におけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時
的コンピュータ読み取り可能な媒体であって、
　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についての
ワイヤレス通信に関する情報を受信することと、
　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）通信のためのＣ
ＣＡプロシージャを実施する際にユーザ装置（ＵＥ）によって使用されるための、少なく
とも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータを決定することと、ここに
おいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記アンライセンススペクトル上で
動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関する前記受信
された情報に基づいて決定され、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを前記基地局から前記ＵＥ
に送信することと、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、ＵＥのグ
ループに知られている無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を伴う新しいダウンリン
ク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットによって複数のＵＥにブロードキャストされる、
　を行うためのコードを備える、
　非一時的コンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２４】
　前記情報を受信することは、少なくとも１つのＵＥから報告を受信すること、または前
記複数のＲＡＴについてのトラフィックを観察することのうちの少なくとも１つを含む、
請求項２３に記載の非一時的コンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２５】
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
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　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、または、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて前記ＵＥに送信される、請求項２３に記載の非一時的
コンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２６】
　前記情報は、前記ＵＥから受信され、前記ＵＥによって受信されるＷｉ－Ｆｉパケット
のタイプ、ダウンリンク（ＤＬ）送信についての干渉測定報告、およびＣＣＡクリアラン
ス統計値のうちの少なくとも１つを備え、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記ＵＥから受信された前記情報を少なく
とも部分的に使用して決定される、
　請求項２５に記載の非一時的コンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２７】
　前記基地局から前記ＵＥに示される前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、
　スロットごとに前記ＵＥによって使用されることになるＣＣＡしきい値、ここにおいて
、異なるＣＣＡしきい値は、異なるスロットについて示される、
　チャネルアクセススキーム、
　バックオフスキーム、
　前記チャネルアクセススキームであって、前記示されるチャネルアクセススキームがＵ
Ｌチャネルごとに異なる、前記チャネルアクセススキーム、
　前記ＣＣＡプロシージャのためのスロットの少なくとも一部についての持続時間、ここ
において、異なるスロットは、異なる持続時間を有する、
　予約信号タイプを尊重するかどうか、前記予約信号タイプは、Ｗｉ－Ｆｉ予約信号、Ｕ
Ｅ展開に関連する予約信号、または別のライセンス支援アクセス展開に関連する予約信号
のうちの少なくとも１つである、
　前記ＣＣＡプロシージャを実施するとき、Ｗｉ－Ｆｉチャネル使用ビーコン信号（Ｗ－
ＣＵＢＳ）を送信するかどうか、
　競合ベースのアクセスがＵＬ送信について可能にされているかどうか、ここにおいて、
前記競合ベースのアクセスが可能にされているとき、前記ＵＥは、前記基地局からのＵＬ
グラントなしに、チャネルを求めて競合することができる、または
　アップリンクＣＣＡ免除送信（ＵＬ－ＣＥＴ）が可能にされているかどうか、
　のうちの少なくとも１つを示す、請求項２３に記載の非一時的コンピュータ読み取り可
能な媒体。
【請求項２８】
　ユーザ装置（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についての
ワイヤレス通信に関する情報を基地局に送信することと、
　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）送信のためのＣ
ＣＡプロシージャを実施する際に使用するための、少なくとも１つのクリアチャネルアセ
スメント（ＣＣＡ）パラメータのインジケーションを受信することと、ここにおいて、前
記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記基地局に送信される前記アンライセンスス
ペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関
する前記情報に基づいており、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータの
前記インジケーションは、ＵＥのグループに知られている無線ネットワーク一時識別子（
ＲＮＴＩ）を伴う新しいダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットによるブロードキ
ャストにおいて受信される、
　ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際に前記少なくとも１つのＣＣＡ
パラメータを使用するかどうかを決定することと、
　前記ＣＣＡプロシージャを実施することと、
　を備える、方法。
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【請求項２９】
　前記ＣＣＡプロシージャを実施することは、前記少なくとも１つの示されたＣＣＡパラ
メータを使用して、ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施することを含む、請
求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記ＵＥが、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータを使用しないと決定するとき、前
記ＵＥは、前記少なくとも１つの示されたＣＣＡパラメータとは異なるパラメータを使用
して前記ＣＣＡプロシージャを実施する、請求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　前記ＵＥは、アップリンク（ＵＬ）送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際
に使用するための複数のパラメータについてのインジケーションを受信し、ここにおいて
、前記ＵＥは、前記複数の示されたパラメータの一部のみを使用して前記ＣＣＡプロシー
ジャを実施する、請求項２８に記載の方法。
【請求項３２】
　前記情報は、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータの前記インジケーションを受信す
ることに先立った、受信されたＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ、ダウンリンク（ＤＬ）送信
についての干渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを備
える、請求項２８に記載の方法。
【請求項３３】
　ユーザ装置（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についての
ワイヤレス通信に関する情報を基地局に送信するための手段と、
　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）送信のためのＣ
ＣＡプロシージャを実施する際に使用するための、少なくとも１つのクリアチャネルアセ
スメント（ＣＣＡ）パラメータのインジケーションを受信するための手段と、ここにおい
て、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記基地局に送信される前記アンライセ
ンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通
信に関する前記情報に基づいており、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメ
ータの前記インジケーションは、ＵＥのグループに知られている無線ネットワーク一時識
別子（ＲＮＴＩ）を伴う新しいダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットによるブロ
ードキャストにおいて受信される、
　ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際に前記少なくとも１つのＣＣＡ
パラメータを使用するかどうかを決定するための手段と、
　前記ＣＣＡプロシージャを実施するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項３４】
　前記決定するための手段が前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータを使用しないと決定
するとき、前記ＣＣＡプロシージャを前記実施するための手段は、前記少なくとも１つの
示されたＣＣＡパラメータとは異なるパラメータを使用する、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記受信するための手段は、アップリンク（ＵＬ）送信のための前記ＣＣＡプロシージ
ャを実施する際に使用するための複数のパラメータについてのインジケーションを受信し
、ここにおいて、前記ＣＣＡプロシージャを前記実施するための手段は、前記複数の示さ
れたパラメータの一部のみを使用する、請求項３３に記載の装置。
【請求項３６】
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　複数のユーザ装置（ＵＥ）を対象とする前記ブロードキャスト、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、または
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　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて受信される、請求項３３に記載の装置。
【請求項３７】
　前記情報は、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータの前記インジケーションを受信す
ることに先立った、受信されたＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ、ダウンリンク（ＤＬ）送信
についての干渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを備
える、請求項３３に記載の装置。
【請求項３８】
　ユーザ装置（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）について
のワイヤレス通信に関する情報を基地局に送信することと、
　　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）送信のための
ＣＣＡプロシージャを実施する際に使用するための、少なくとも１つのクリアチャネルア
セスメント（ＣＣＡ）パラメータのインジケーションを受信することと、ここにおいて、
前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記基地局に送信される前記アンライセンス
スペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に
関する前記情報に基づいており、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータ
の前記インジケーションは、ＵＥのグループに知られている無線ネットワーク一時識別子
（ＲＮＴＩ）を伴う新しいダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットによるブロード
キャストにおいて受信される、
　　ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際に前記少なくとも１つのＣＣ
Ａパラメータを使用するかどうかを決定することと、
　　前記ＣＣＡプロシージャを実施することと、
　を行うように構成される、装置。
【請求項３９】
　前記ＵＥが、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータを使用しないと決定するとき、前
記ＵＥは、前記少なくとも１つの示されたＣＣＡパラメータとは異なるパラメータを使用
して前記ＣＣＡプロシージャを実施する、請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記ＵＥは、アップリンク（ＵＬ）送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際
に使用するための複数のパラメータについてのインジケーションを受信し、ここにおいて
、前記ＵＥは、前記複数の示されたパラメータの一部のみを使用して前記ＣＣＡプロシー
ジャを実施する、請求項３８に記載の装置。
【請求項４１】
　前記情報は、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータの前記インジケーションを受信す
ることに先立った、受信されたＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ、ダウンリンク（ＤＬ）送信
についての干渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを備
える、請求項３８に記載の装置。
【請求項４２】
　ユーザ装置（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記
憶する非一時的コンピュータ読み取り可能な媒体であって、
　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についての
ワイヤレス通信に関する情報を基地局に送信することと、
　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）送信のためのＣ
ＣＡプロシージャを実施する際に使用するための、少なくとも１つのクリアチャネルアセ
スメント（ＣＣＡ）パラメータのインジケーションを受信することと、ここにおいて、前
記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記基地局に送信される前記アンライセンスス
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ペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関
する前記情報に基づいており、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータの
前記インジケーションは、ＵＥのグループに知られている無線ネットワーク一時識別子（
ＲＮＴＩ）を伴う新しいダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットによるブロードキ
ャストにおいて受信される、
　ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際に前記少なくとも１つのＣＣＡ
パラメータを使用するかどうかを決定することと、
　前記ＣＣＡプロシージャを実施することと、
　を行うためのコードを備える、非一時的コンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項４３】
　前記ＵＥが、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータを使用しないと決定するとき、前
記ＵＥは、前記少なくとも１つの示されたＣＣＡパラメータとは異なるパラメータを使用
して前記ＣＣＡプロシージャを実施する、請求項４２に記載の非一時的コンピュータ読み
取り可能な媒体。
【請求項４４】
　前記ＵＥは、アップリンク（ＵＬ）送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際
に使用するための複数のパラメータについてのインジケーションを受信し、ここにおいて
、前記ＵＥは、前記複数の示されたパラメータの一部のみを使用して前記ＣＣＡプロシー
ジャを実施する、請求項４２に記載の非一時的コンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項４５】
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　複数のユーザ装置（ＵＥ）を対象とする前記ブロードキャスト、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて受信される、請求項４２に記載の非一時的コンピュー
タ読み取り可能な媒体。
【請求項４６】
　前記情報は、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータの前記インジケーションを受信す
ることに先立った、受信されたＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ、ダウンリンク（ＤＬ）送信
についての干渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを備
える、請求項４２に記載の非一時的コンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項４７】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）について
のワイヤレス通信に関する情報を受信することと、
　　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）通信のための
ＣＣＡプロシージャを実施する際にユーザ装置（ＵＥ）によって使用されるための、少な
くとも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータを決定することと、ここ
において、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記アンライセンススペクトル上
で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）上のワイヤレス通信に関する前記受信され
た情報に基づいて決定され、
　　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを前記基地局から前記Ｕ
Ｅに送信することと、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記Ｃ
ＣＡプロシージャを実施するとき、Ｗｉ－Ｆｉチャネル使用ビーコン信号（Ｗ－ＣＵＢＳ
）を送信するかどうかのインジケーションを備える、
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　を行うように構成される、
　装置。
【請求項４８】
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、または、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて前記ＵＥに送信される、請求項４７に記載の装置。
【請求項４９】
　前記情報は、前記ＵＥから受信され、前記ＵＥによって受信されるＷｉ－Ｆｉパケット
のタイプ、ダウンリンク（ＤＬ）送信についての干渉測定報告、およびＣＣＡクリアラン
ス統計値のうちの少なくとも１つを備え、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記ＵＥから受信された前記情報を少なく
とも部分的に使用して決定される、
　請求項４８に記載の装置。
【請求項５０】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）について
のワイヤレス通信に関する情報を受信することと、
　　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）通信のための
ＣＣＡプロシージャを実施する際にユーザ装置（ＵＥ）によって使用されるための、少な
くとも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータを決定することと、ここ
において、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記アンライセンススペクトル上
で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）上のワイヤレス通信に関する前記受信され
た情報に基づいて決定され、
　　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを前記基地局から前記Ｕ
Ｅに送信することと、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、競合ベ
ースのアクセスがＵＬ送信について可能にされているかどうかを示し、ここにおいて、前
記競合ベースのアクセスが可能にされていることを前記少なくとも１つのＣＣＡパラメー
タが示すとき、前記ＵＥは、前記基地局からのＵＬグラントなしに、チャネルを求めて競
合することができ、ここにおいて、前記競合ベースのアクセスが可能にされていないこと
を前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータが示すとき、前記ＵＥは、前記チャネルを求め
て競合するために前記基地局からの前記ＵＬグラントを待つ、
　を行うように構成される、
　装置。
【請求項５１】
　ユーザ装置（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についての
ワイヤレス通信に関する情報を基地局に送信することと、
　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）送信のためのＣ
ＣＡプロシージャを実施する際に使用するための、少なくとも１つのクリアチャネルアセ
スメント（ＣＣＡ）パラメータのインジケーションを受信することと、ここにおいて、前
記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記基地局に送信される前記アンライセンスス
ペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関
する前記情報に基づいており、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは
、前記ＣＣＡプロシージャを実施するとき、Ｗｉ－Ｆｉチャネル使用ビーコン信号（Ｗ－
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ＣＵＢＳ）を送信するかどうかを示し、
　ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際に前記少なくとも１つのＣＣＡ
パラメータを使用するかどうかを決定することと、
　前記ＣＣＡプロシージャを実施することと、
　を備える、方法。
【請求項５２】
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　複数のユーザ装置（ＵＥ）を対象とするブロードキャスト、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、または
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて受信される、請求項５１に記載の方法。
【請求項５３】
　ユーザ装置（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についての
ワイヤレス通信に関する情報を基地局に送信することと、
　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）送信のためのＣ
ＣＡプロシージャを実施する際に使用するための、少なくとも１つのクリアチャネルアセ
スメント（ＣＣＡ）パラメータのインジケーションを受信することと、ここにおいて、前
記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記基地局に送信される前記アンライセンスス
ペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関
する前記情報に基づいており、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは
、競合ベースのアクセスが前記ＵＬ送信について可能にされているかどうかを示し、ここ
において、前記競合ベースのアクセスが可能にされていることを前記少なくとも１つのＣ
ＣＡパラメータが示すとき、前記ＵＥは、前記基地局からのＵＬグラントなしに、チャネ
ルを求めて競合することができ、ここにおいて、前記競合ベースのアクセスが可能にされ
ていないことを前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータが示すとき、前記ＵＥは、前記チ
ャネルを求めて競合するために前記基地局からの前記ＵＬグラントを待つ、
　ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際に前記少なくとも１つのＣＣＡ
パラメータを使用するかどうかを決定することと、
　前記ＣＣＡプロシージャを実施することと
　を備える、方法。
【請求項５４】
　ユーザ装置（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）について
のワイヤレス通信に関する情報を基地局に送信することと、
　　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）送信のための
ＣＣＡプロシージャを実施する際に使用するための、少なくとも１つのクリアチャネルア
セスメント（ＣＣＡ）パラメータのインジケーションを受信することと、ここにおいて、
前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記基地局に送信される前記アンライセンス
スペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に
関する前記情報に基づいており、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータ
は、前記ＣＣＡプロシージャを実施するとき、Ｗｉ－Ｆｉチャネル使用ビーコン信号（Ｗ
－ＣＵＢＳ）を送信するかどうかを示し、
　ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際に前記少なくとも１つのＣＣＡ
パラメータを使用するかどうかを決定することと、
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　前記ＣＣＡプロシージャを実施することと
　を行うように構成される、
　装置。
【請求項５５】
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　複数のユーザ装置（ＵＥ）を対象とするブロードキャスト、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、または
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて受信される、請求項５４に記載の装置。
【請求項５６】
　ユーザ装置（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　アンライセンススペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）について
のワイヤレス通信に関する情報を基地局に送信することと、
　　前記アンライセンススペクトル上の通信を備えるアップリンク（ＵＬ）送信のための
ＣＣＡプロシージャを実施する際に使用するための、少なくとも１つのクリアチャネルア
セスメント（ＣＣＡ）パラメータのインジケーションを受信することと、ここにおいて、
前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記基地局に送信される前記アンライセンス
スペクトル上で動作する複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に
関する前記情報に基づいており、ここにおいて、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータ
は、競合ベースのアクセスが前記ＵＬ送信について可能にされているかどうかを示し、こ
こにおいて、前記競合ベースのアクセスが可能にされていることを前記少なくとも１つの
ＣＣＡパラメータが示すとき、前記ＵＥは、前記基地局からのＵＬグラントなしに、チャ
ネルを求めて競合することができ、ここにおいて、前記競合ベースのアクセスが可能にさ
れていないことを前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータが示すとき、前記ＵＥは、前記
チャネルを求めて競合するために前記基地局からの前記ＵＬグラントを待つ、
　ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際に前記少なくとも１つのＣＣＡ
パラメータを使用するかどうかを決定することと、
　前記ＣＣＡプロシージャを実施することと
　を行うように構成される、
　装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本出願は、「CONTROL OF UE CLEAR CHANNEL ASSESSMENT BY AN ENB」と題され
て２０１５年４月１７日に出願された米国仮出願第６２／１４９，３７７号、および「CO
NTROL OF UE CLEAR CHANNEL ASSESSMENT BY AN ENB」と題されて２０１６年４月１３日に
出願された米国特許出願第１５／０９８，１２８号の利益を主張し、それらは参照によっ
て全体がここに明示的に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より具体的には、ｅ
ノードＢ（ｅＮＢ）による、アップリンク（ＵＬ）送信のためのユーザ装置（ＵＥ）のク
リアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャの制御に関する。
【背景技術】
【０００３】
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　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
、ブロードキャスト等のような様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開
されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数
、および電力）を共有することによって、複数のユーザとの通信をサポートすることがで
きる多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、お
よび直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、いくつかの基地局を含み得、
それらの各々は、別名ＵＥとして知られる複数の通信デバイスのための通信を同時にサポ
ートする。基地局は、ダウンリンクチャネル（例えば、基地局からＵＥへの送信のための
）およびアップリンクチャネル（例えば、ＵＥから基地局への送信のための）上で、ＵＥ
と通信し得る。
【０００５】
　[0005]　通信のいくつかのモードは、セルラネットワークの、競合ベースの（contenti
on-based）共有無線周波数スペクトルバンド上での、あるいは異なる無線周波数スペクト
ルバンド（例えば、ライセンス（licensed）無線周波数スペクトルバンドまたはアンライ
センス（unlicensed）無線周波数スペクトルバンド）上での基地局とＵＥとの間の通信を
可能にし得る。ライセンス無線周波数スペクトルバンドを使用するセルラネットワークに
おけるデータトラフィックの増加に伴い、アンライセンス無線周波数スペクトルバンドへ
の少なくともいくらかのデータトラフィックのオフローディングは、向上されたデータ送
信容量のための機会をセルラオペレータに提供し得る。アンライセンス無線周波数スペク
トルバンドはまた、ライセンス無線周波数スペクトルバンドへのアクセスが利用可能でな
いエリアにおいて、サービスを提供し得る。
【０００６】
　[0006]　競合ベースの共有無線周波数スペクトルバンドへのアクセスを獲得してそれ上
で通信することに先立って、基地局またはＵＥは、共有無線周波数スペクトルバンドへの
アクセスを求めて競合する（contend for）ためのリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）プ
ロシージャを実施し得る。ＬＢＴプロシージャは、競合ベースの共有無線周波数スペクト
ルバンドのチャネルが利用可能であるかどうかを決定するためにＣＣＡプロシージャを実
施することを含み得る。競合ベースの共有無線周波数スペクトルバンドのチャネルが利用
可能であると決定されるとき、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ：channel usage be
acon signal）のようなチャネル予約信号（channel reserving signal）が、チャネルを
予約するために送信され得る。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]　以下は、１つまたは複数の態様の基本的な理解を提供するために、そのような
態様の簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての考慮された態様の広範な概観
ではなく、そして、すべての態様の主要または重要な要素を特定するようにも、任意また
はすべての態様の範囲を詳細に叙述するようにも、意図されていない。その唯一の目的は
、後に提示されるより詳細な説明への前置きとして、簡略化された形式で１つまたは複数
の態様のうちのいくつかの概念を提示することである。
【０００８】
　[0008]　アンライセンススペクトル（ＬＴＥ（登録商標）－Ｕ）におけるロングターム
エボリューションでは、ｅＮＢとＵＥとの両方が、チャネルにアクセスするためにＣＣＡ
動作を実施する。ＤＬ送信については、ｅＮＢは、送信する前にＣＣＡを実施することに
よって媒体をキャプチャしなければならない。同様に、ＵＥは、ＵＬデータを送信するた
めにＣＣＡプロシージャを実施しなければならない。時に、ＵＥは、それがｅＮＢからＵ
Ｌグラントを受信するまで、ＣＣＡ動作を実施するのを待つことを要求され得る。またあ
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る時には、ＵＥは、ＵＬグラントを受信することなくＣＣＡを実施することによって、チ
ャネルを求めて競合し得る。ＵＥがＵＬグラントを待つか否かに関わらず、ＵＥは、ｅＮ
Ｂから独立して（autonomously from）ＣＣＡを実施する。ｅＮＢおよびＵＥは、異なる
アクセスプロシージャおよびリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）メカニズムを使用し得、
および異なる干渉条件（interference condition）を経験し得る。ＵＥは、ＵＬデータを
送信するためにＣＣＡを実施する必要があるので、不成功のＣＣＡは、ＵＥにＵＬ送信を
遅延させることを余儀なくする。
【０００９】
　[0009]　ここに提示されるように、ｅＮＢは、ＣＣＡ動作を実施する際にＵＥを導くた
めに、潜在的なトラフィック、干渉、ＣＣＡクリアランス統計値（CCA clearance statis
tics）等についてのそれの知識を使用し得る。これは、ＵＥが成功したＣＣＡ（successf
ul CCA）を実施する見込み（likelihood）を増加させることによって、失敗したＣＣＡに
よってＵＥに引き起こされる遅延を減少させ得る。
【００１０】
　[0010]　ここに提示される様々な態様は、ｅＮＢがＵＥのチャネルアクセスプロシージ
ャのパラメータを制御し得るメカニズムを提供する。ｅＮＢは、１つまたは複数の無線ア
クセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関する情報を受信し、受信された情報
および／または観察されたネットワークトラフィックに基づいて、ＵＬのためのＣＣＡプ
ロシージャを実施する際にＵＥによって使用されるための少なくとも１つのＣＣＡパラメ
ータを決定し、少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーション（indication）を
ＵＥに送信する。情報は、少なくとも１つのＵＥから報告としてｅＮＢによって受信され
得るか、１つまたは複数のＲＡＴについてのトラフィックを観察することの結果であり得
るか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００１１】
　[0011]　一旦ＵＥがｅＮＢから（１つまたは複数の）ＣＣＡパラメータを受信すると、
それはＵＬ送信のためのＣＣＡプロシージャを実施する際に少なくとも１つのＣＣＡパラ
メータを使用するかどうかを決定する。次いで、それはＣＣＡ動作を実施する。ＵＥは時
に、ｅＮＢによってそれに示されたＣＣＡパラメータのうちの少なくとも１つを尊重（re
spect）しないことを決定し得る。したがって、ＵＥは、ｅＮＢによって示されたすべて
のＣＣＡパラメータを尊重し得るか、ｅＮＢによって示されたＣＣＡパラメータのうちの
いくつかを尊重し得るか、ｅＮＢによって示されたＣＣＡパラメータのいずれも尊重しな
い可能性がある。ｅＮＢによるＣＣＡプロシージャのクローズドループ制御は、ＵＥによ
るＣＣＡプロシージャにおいてより優れた効率を提供する。ｅＮＢは、それ自身の知識に
基づいて、ＵＥによって使用されるためのＣＣＡパラメータを決定し得るか、またはＣＣ
Ａパラメータについての推奨（recommendations）を提供し得る、および／または、ｅＮ
Ｂは、ＵＥのためのＣＣＡパラメータを決定するために、ＵＥによって提供される情報を
使用し得る。
【００１２】
　[0012]　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品および装置が提供さ
れる。装置は、１つまたは複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信
に関する情報を受信し、受信された情報に基づいて、ＵＬ通信のためのＣＣＡプロシージ
ャを実施する際にＵＥによって使用されるための少なくとも１つのＣＣＡパラメータを決
定し、少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションをＵＥに送信する。装置は
、ＵＥから報告を受信し得る。とりわけ、報告は、ＵＥによって受信されるＷｉ－Ｆｉパ
ケットのタイプ、干渉測定報告（interference measurement report）、およびＣＣＡク
リアランス統計値のうちの少なくとも１つを備え得る。装置は、受信された報告を少なく
とも部分的に使用してＣＣＡパラメータを決定し得る。
【００１３】
　[0013]　本開示の別の態様では、方法、コンピュータプログラム製品および装置が提供
される。装置は、ＵＬ送信のためのＣＣＡプロシージャを実施する際に使用するための少
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なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを受信し、ＵＬ送信のためのＣＣＡ
プロシージャを実施する際に少なくとも１つのＣＣＡパラメータを使用するかどうかを決
定する。ＵＥは次いで、（１つまたは複数の）示されたＣＣＡパラメータの何らかの組合
せを使用してまたは使用しないで、ＵＬ送信のためのＣＣＡプロシージャを実施する。装
置は、ＣＣＡパラメータのインジケーションを受信することに先立って、報告を送信し得
る。報告は、受信されたＷｉ－Ｆｉパケット、ダウンリンク（ＤＬ）送信についての干渉
測定報告、ＣＣＡクリアランス統計値等のいずれも備えることを備え得る。
【００１４】
　[0014]　上の記載は、以下の詳細な説明がよりよく理解され得るように、本開示に従っ
た例の特徴および技術的利点を、ある程度広く概説したものである。追加的な特徴および
利点が以下に説明されることになる。開示される概念および特定の例は、本開示と同じ目
的を実行するために他の構造を修正または設計するための基礎として、容易に利用され得
る。そのような同等の構造は、添付の特許請求の範囲の範囲（the scope）から逸脱しな
い。本明細書に開示される概念の特性は、それらの編成（organization）および動作の方
法の両方に関して、関連した利点と共に添付の図と関連して考慮されるときに以下の説明
からよりよく理解されるであろう。これら図の各々は、単に例示および説明のために提供
されており、特許請求の範囲の限定の定義として提供されているのではない。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　[0015]　本開示の特性および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによっ
て実現され得る。添付の図面では、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベル
を有し得る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルの後にダッシュ
と同様のコンポーネント同士を区別する第２のラベルとを続けることによって、区別され
得る。明細書において単に第１の参照ラベルだけが使用される場合、その説明は、第２の
参照ラベルに関係なく、同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうちのい
ずれのものにも適用可能である。
【図１】[0016]　図１は、様々な実施形態に従って、ワイヤレス通信システムの例を例示
する図を示す。
【図２Ａ】[0017]　図２Ａは、様々な実施形態に従って、アンライセンススペクトルにお
いてＬＴＥを使用するための展開状況（deployment scenarios）の例を例示する図を示す
。
【図２Ｂ】[0018]　図２Ｂは、様々な実施形態に従って、アンライセンススペクトルにお
いてＬＴＥを使用するための展開シナリオの別の例を例示する図を示す。
【図３】[0019]　図３は、本開示の態様に従って、アンライセンススペクトルを使用する
ワイヤレス通信の例を例示する図を示す。
【図４】[0020]　図４は、本開示の一態様に従って構成された基地局／ｅＮＢおよびＵＥ
の設計を概念的に例示するブロック図である。
【図５】[0021]　図５は、本開示の様々な態様による、競合ベースの共有無線周波数スペ
クトルバンドへのアクセスを求めて競合するときに送信装置によって実施される、拡張さ
れたＣＣＡ（ＥＣＣＡ：extended CCA）プロシージャの例の例示である。
【図６】[0022]　図６は、基地局／ｅＮＢおよびＵＥの設計のブロック図を示し、それは
、図１における基地局／ｅＮＢのうちの１つおよびＵＥのうちの１つであり得る。
【図７】[0023]　図７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信の例を例示するブ
ロック図である。
【図８】[0024]　図８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチ
ャートを示す。
【図９】[0025]　図９は、例示的な装置内の、異なる手段／コンポーネント間のデータフ
ローを例示する概念的なデータフローダイアグラムを示す。
【図１０】[0026]　図１０は、処理システムを用いる装置のためのハードウェアインプリ
メンテーションの例を例示する図を示す。
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【図１１】[0027]　図１１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信の方法のフロ
ーチャートを示す。
【図１２】[0028]　図１２は、例示的な装置内の、異なる手段／コンポーネント間のデー
タフローを例示する概念的なデータフローダイアグラムを示す。
【図１３】[0029]　図１３は、処理システムを用いる装置のためのハードウェアインプリ
メンテーションの例を例示する図を示す。
【詳細な説明】
【００１６】
　[0030]　添付図面に関連して以下に記載される詳細な説明は、様々な構成の１つの説明
として意図されており、本開示の範囲を限定するようには意図されていない。むしろ、詳
細な説明は、特許性を有する主題の完全な理解を提供することを目的として特定の詳細を
含む。これら特定の詳細があらゆるケースで必要とされるわけではないこと、および、い
くつかの事例では、周知の構造およびコンポーネントが提示の明確さのためにブロック図
の形式で示されることは、当業者には明らかであろう。
【００１７】
　[0031]　電気通信システムのいくつかの態様が、これから様々な装置および方法に関連
して提示される。これらの装置および方法は、続く詳細な説明において説明され、（「要
素」と総称される）様々なブロック、コンポーネント、回路、プロセス、アルゴリズム等
によって、添付図面に例示される。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュータソ
フトウェア、またはこれらの任意の組合せを使用してインプリメントされ得る。このよう
な要素が、ハードウェアとしてインプリメントされるか、あるいはソフトウェアとしてイ
ンプリメントされるかは、特定の用途およびシステム全体に課せられる設計制約に依存す
る。
【００１８】
　[0032]　例として、要素、またはある要素の任意の部分、または複数の要素の任意の組
合せは、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」としてインプリメントされ
得る。プロセッサの例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、グラフィックス
プロセシングユニット（ＧＰＵ）、中央処理装置（ＣＰＵ）、アプリケーションプロセッ
サ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、ＲＩＳＣ（reduced instruction set comp
uting）プロセッサ、システムオンチップ（ＳｏＣ）、ベースバンドプロセッサ、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）
、ステートマシン、ゲート論理、ディスクリートハードウェア回路、および本開示全体に
わたって説明される様々な機能性（functionality）を実施するように構成された他の好
適なハードウェアを含む。処理システムにおける１つまたは複数のプロセッサは、ソフト
ウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、
マイクロコード、ハードウェア記述言語等の名称に関わらず、命令、命令セット、コード
、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアコ
ンポーネント、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケ
ージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシー
ジャ、関数等を意味すると広く解釈されるべきである。
【００１９】
　[0033]　アンライセンス無線周波数スペクトルバンドがワイヤレス通信システム上で競
合ベースの通信の少なくとも一部のために使用される技法が説明される。いくつかの例で
は、競合ベースの共有無線周波数スペクトルバンドは、ロングタームエボリューション（
ＬＴＥ）通信またはＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）通信のために使用され得る。競
合ベースの無線周波数スペクトルバンドは、非競合（non-contention）ライセンス無線周
波数スペクトルバンドと組み合わせて、または非競合ライセンス無線周波数スペクトルバ
ンドとは無関係に（independent from）使用され得る。いくつかの例では、競合ベースの
無線周波数スペクトルバンドは、無線周波数スペクトルバンドであって、少なくとも部分
的にＷｉ－Ｆｉ用途のようなアンライセンス用途のためにその無線周波数スペクトルバン
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ドが利用可能であるので、デバイスがそのためにアクセスを求めて競合する必要もあり得
る、無線周波数スペクトルバンドであり得る。
【００２０】
　[0034]　ライセンス無線周波数スペクトルバンドを使用するセルラネットワークにおい
てデータトラフィックが増加すると、アンライセンスバンドにおけるような競合ベースの
共有無線周波数スペクトルバンドへの少なくともいくらかのデータトラフィックのオフロ
ーディングは、セルラオペレータ（例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークのようなセ
ルラネットワークを定義する基地局の協調セット（coordinated set）またはパブリック
ランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）のオペレータ）に、向上されたデータ送信容量
のための機会を提供し得る。上述したように、アンライセンススペクトルのような競合ベ
ースの共有無線周波数スペクトルバンド上で通信する前に、デバイスは、共有無線周波数
スペクトルバンドへのアクセスを獲得するためにＬＢＴプロシージャを実施し得る。その
ようなＬＢＴプロシージャは、アンライセンス無線周波数スペクトルバンドのチャネルが
利用可能であるかどうかを決定するために、ＣＣＡプロシージャ（または拡張されたＣＣ
Ａプロシージャ）を実施することを含み得る。競合ベースの無線周波数スペクトルバンド
のチャネルが利用可能であると決定されるとき、チャネル予約信号（例えば、ＣＵＢＳ）
が、チャネルを予約するために送信され得る。チャネルが利用可能でないと決定されると
き、ＣＣＡプロシージャ（または拡張されたＣＣＡプロシージャ）は、しばらく経って再
度そのチャネルについて実施され得る。
【００２１】
　[0035]　以下の説明は、例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、
適用可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説
明された要素の配置および機能に変更が成され得る。様々な例は、必要に応じて様々なプ
ロシージャまたはコンポーネントを省略、代用、または追加し得る。例えば、説明される
方法は、説明されるものとは異なる順序で実施され得、かつ様々なステップが追加、省略
、または組み合わせられ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例に
組み合わせられ得る。
【００２２】
　[0036]　図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の例の例
示である。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５、ＵＥ１１５、およびコアネ
ットワーク１３０を含み得る。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証、アクセス許可、
トラッキング、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性、および他のアクセス、ルーテ
ィング、またはモビリティ機能を提供し得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３
２（例えば、Ｓ１等）を通してコアネットワーク１３０とインタフェースし得、ＵＥ１１
５との通信のための無線構成およびスケジューリングを実施し得る、または基地局コント
ローラ（示されていない）の制御下で動作し得る。様々な例において、基地局１０５は、
ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（例えば、
Ｘ２等）上で他の基地局１０５と直接的にまたは間接的に（例えば、コアネットワーク１
３０を通して）通信し得る。
【００２３】
　[0037]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイ
ヤレスに通信し得る。基地局１０５の位置（sites）の各々は、それぞれの地理的なカバ
レッジエリア１１０に通信カバレッジを提供し得る。いくつかの例では、基地局１０５は
、トランシーバ基地局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、
ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の適切な
用語で呼ばれ得る。基地局１０５の地理的なカバレッジエリア１１０は、カバレッジエリ
アの一部を構成するセクタ（示されていない）に分割され得る。ワイヤレス通信システム
１００は、異なるタイプの基地局１０５（例えば、マクロまたはスモールセル基地局）を
含み得る。異なる技術について重複している地理的なカバレッジエリア１１０が存在し得
る。
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【００２４】
　[0038]　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネ
ットワークを含み得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ
）という用語は、基地局１０５を説明するために使用され得、一方でＵＥという用語は、
ＵＥ１１５を説明するために使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタ
イプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバレッジを提供する異種のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネッ
トワークであり得る。例えば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル、スモールセ
ル、または他のタイプのセルに通信カバレッジを提供し得る。「セル」という用語は、コ
ンテキストに応じて、基地局、基地局に関連するキャリアまたはコンポーネントキャリア
、あるいは基地局またはキャリアのカバレッジエリア（例えば、セクタ等）を説明するた
めに使用されることができる３ＧＰＰ（登録商標）用語である。
【００２５】
　[0039]　マクロセルは、比較的広い地理的エリア（例えば、半径数キロメートル）をカ
バーし得、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限のアクセス
を可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと同じまたは異なる（例えば、ライセンス
、アンライセンス等）無線周波数スペクトルバンドで動作し得る、マクロセルと比較して
より低い電力の基地局であり得る。スモールセルは、様々な例に従って、ピコセル、フェ
ムトセル、およびマイクロセルを含み得る。ピコセルは、マクロセルに比べて比較的より
狭い地理的エリアをカバーし得、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥに
よる無制限のアクセスを可能にし得る。フェムトセルもまた、比較的より狭い地理的エリ
ア（例えば、住居）をカバーし得、フェムトセルと関連のあるＵＥ（例えば、クローズド
加入者グループ（ＣＳＧ）内のＵＥ、住居の中にいるユーザのためのＵＥ等）による制限
付きのアクセスを提供し得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと称され得る。
スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまた
はホームｅＮＢと称され得る。ｅＮＢは、１つのまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つ
等）のセル（例えば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【００２６】
　[0040]　ワイヤレス通信システム１００は、同期または非同期動作をサポートし得る。
同期動作の場合、複数の基地局は、同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局か
らの送信は、時間的にほぼアラインされ得る。非同期動作の場合、複数の基地局は、異な
るフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は、時間的にアラインされない
可能性がある。ここに説明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれにも使用さ
れ得る。
【００２７】
　[0041]　様々な開示された例のうちのいくつかに順応（accommodate）し得る通信ネッ
トワークは、レイヤ化されたプロトコルスタックに従って動作するパケットベースのネッ
トワークであり得る。ユーザプレーン（user plane）では、ベアラまたはパケットデータ
コンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤにおける通信は、ＩＰベースであり得る
。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤは、論理チャネル上で通信するために、パケットセグ
メンテーションおよびリアセンブリを実施し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤは
、優先処理（priority handling）、およびトランスポートチャネルへの論理チャネルの
多重化を実施し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率を改善するためのＭＡＣレイヤに
おける再送信を提供するためにハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使用し得る。制御プレ
ーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤは、ユーザプレーンデータのた
めの無線ベアラをサポートするコアネットワーク１３０または基地局１０５とＵＥ１１５
との間のＲＲＣ接続の確立、構成、および管理を提供し得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにお
いて、トランスポートチャネルは、物理チャネルにマッピングされ得る。
【００２８】
　[0042]　ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体に分散され得、各ＵＥ１１
５は、固定式またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、モバイル
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局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット
、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モ
バイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセッ
ト、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好
適な用語でも呼ばれ得るかまたはそれらを含み得る。ＵＥ１１５は、セルラフォン、携帯
情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイ
ス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、ワイヤレス
ローカルループ（ＷＬＬ）局等であり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ
、リレイ（relay）基地局等を含む様々なタイプの基地局およびネットワーク装置と通信
することが可能であり得る。
【００２９】
　[0043]　ワイヤレス通信システム１００に示された通信リンク１２５は、基地局１０５
からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信、またはＵＥ１１５から基地局１０５への
アップリンク（ＵＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信はまた、フォワードリンク送信
とも呼ばれ得、一方でアップリンク送信はまた、リバースリンク送信とも呼ばれ得る。い
くつかの例では、ＵＬ送信は、アップリンク制御情報の送信を含み得、そのアップリンク
制御情報は、アップリンク制御チャネル（例えば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵ
ＣＣＨ）または向上されたＰＵＣＣＨ（ｅＰＵＣＣＨ））上で送信され得る。アップリン
ク制御情報は、例えば、ダウンリンク送信の肯定応答または非肯定応答、あるいはチャネ
ル状態情報を含み得る。アップリンク送信はまた、データの送信を含み得、そのデータは
、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）または向上されたＰＵＳＣＨ（ｅＰＵＳ
ＣＨ）上で送信され得る。アップリンク送信はまた、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）
または向上されたＳＲＳ（ｅＳＲＳ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）ま
たは向上されたＰＲＡＣＨ（ｅＰＲＡＣＨ）（例えば、図２Ａおよび図２Ｂを参照して説
明されるスタンドアロンモードまたはデュアル接続性モードにおいて）、またはスケジュ
ーリング要求（ＳＲ）または向上されたＳＲ（ｅＳＲ）（例えば、図２Ａおよび図２Ｂを
参照して説明されるスタンドアロンモードにおいて）の送信を含み得る。ＰＵＣＣＨ、Ｐ
ＵＳＣＨ、ＰＲＡＣＨ、ＳＲＳ、またはＳＲへの本開示における参照は、本質的にそれぞ
れのｅＰＵＣＣＨ、ｅＰＵＳＣＨ、ｅＰＲＡＣＨ、ｅＳＲＳまたはｅＳＲへの参照を含む
と見なされる。
【００３０】
　[0044]　いくつかの例では、各通信リンク１２５は、１つまたは複数のキャリアを含み
得、ここで、各キャリアは、上述した様々な無線技術に従って変調された複数のサブキャ
リア（例えば、異なる周波数の波形信号）から構成される信号であり得る。各変調信号は
、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル等）、
オーバヘッド情報、ユーザデータ等を搬送し得る。通信リンク１２５は、（例えば、ペア
のスペクトルリソースを使用した）周波数領域デュプレクシング（ＦＤＤ：frequency do
main duplexing）動作、または（例えば、ペアになっていないスペクトルリソースを使用
した）時間領域デュプレクシング（ＴＤＤ：time domain duplexing）動作を使用して、
双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ動作のためのフレーム構造（例えば、フレーム構造タイ
プ１）およびＴＤＤ動作のためのフレーム構造（例えば、フレーム構造タイプ２）が定義
され得る。
【００３１】
　[0045]　ワイヤレス通信システム１００のいくつかの態様では、基地局１０５またはＵ
Ｅ１１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質および信頼性を改善するために
アンテナダイバーシティスキームを用いるためのマルチプルなアンテナを含み得る。追加
的に、または代替的に、基地局１０５またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコード化さ
れたデータを搬送する複数の空間レイヤを送信するためにマルチパス環境を活用し得る、
多入力多出力（ＭＩＭＯ）技法を用い得る。
【００３２】
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　[0046]　ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、つ
まりキャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と称され得る特徴を、
サポートし得る。キャリアはまた、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネル
等とも称され得る。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」および「チャ
ネル」という用語は、ここで置換え可能に使用され得る。ＵＥ１１５は、キャリアアグリ
ゲーションのために複数のダウンリンクＣＣおよび１つまたは複数のアップリンクＣＣで
構成され得る。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤおよびＴＤＤコンポーネントキャリ
アの両方で使用され得る。
【００３３】
　[0047]　ワイヤレス通信システム１００はまた、あるいは代替的に、非競合ライセンス
無線周波数スペクトルバンド（例えば、無線周波数スペクトルバンドであって、ＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能なライセンス無線周波数スペクトルバンドのような、特
定の使用のために特定のユーザにその無線周波数スペクトルバンドがライセンスを与えら
れているので、送信装置がそのためにアクセスを求めて競合しない可能性のある無線周波
数スペクトルバンド）または競合ベースの共有無線周波数スペクトルバンド（例えば、ア
ンライセンス無線周波数スペクトルバンドであって、Ｗｉ－Ｆｉ用途のようなアンライセ
ンス用途のためにその無線周波数スペクトルバンドが利用可能であるので、送信装置がそ
のためにアクセスを求めて競合する必要があり得るアンライセンス無線周波数スペクトル
バンド）上での動作をサポートし得る。競合ベースの共有無線周波数スペクトルバンドへ
のアクセスのための競合に勝つと、送信装置（例えば、基地局１０５またはＵＥ１１５）
は、アンライセンス無線周波数スペクトルバンド上で１つまたは複数のチャネル予約信号
（例えば、１つまたは複数のＣＵＢＳ）を送信し得る。チャネル予約信号は、アンライセ
ンス無線周波数スペクトルバンド上で検出可能なエネルギを提供することによって、アン
ライセンス無線周波数スペクトルを予約する働きをし得る。チャネル予約信号はまた、送
信装置および／または送信アンテナを識別する働きをし得る、または送信装置および受信
装置を同期する働きをし得る。いくつかの例では、チャネル予約信号の送信は、シンボル
期間の境界（例えば、ＯＦＤＭシンボル期間の境界）において始まり得る。他の例では、
ＣＵＢＳ送信は、シンボル期間の境界の間で（between symbol period boundaries）始ま
り得る。
【００３４】
　[0048]　図１に示されるコンポーネントの数および配置は、例として提供されている。
実際には、ワイヤレス通信システム１００は、追加的なデバイス、より少ないデバイス、
異なるデバイス、または図１に示されたものとは異なった配置のデバイスを含み得る。追
加的に、または代替的に、ワイヤレス通信システム１００のデバイスのセット（例えば、
１つまたは複数のデバイス）は、ワイヤレス通信システム１００のデバイスの別のセット
によって実施されるものとして説明される１つまたは複数の機能を実施し得る。
【００３５】
　[0049]　次に、図２Ａに移ると、図２００は、補足ダウンリンクモード（例えば、ライ
センス支援アクセス（ＬＡＡ）モード）の例、および競合ベースの共有スペクトルに拡張
されたＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡをサポートするＬＴＥネットワークのためのキャリアアグリゲ
ーションモードの例を示す。図２００は、図１のシステム１００の一部の例であり得る。
また、基地局１０５－ａは、図１の基地局１０５の例であり得、一方でＵＥ１１５－ａは
、図１のＵＥ１１５の例であり得る。
【００３６】
　[0050]　図２００における補足ダウンリンクモード（例えば、ＬＡＡモード）の例では
、基地局１０５－ａが、ダウンリンク２０５を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５
－ａに送信し得る。ダウンリンク２０５は、アンライセンススペクトルにおける周波数Ｆ
１に関連する。基地局１０５－ａは、双方向リンク２１０を使用してＯＦＤＭＡ通信信号
を同じＵＥ１１５－ａに送信し得、双方向リンク２１０を使用してそのＵＥ１１５－ａか
らＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し得る。双方向リンク２１０は、ライセンススペクトル
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における周波数Ｆ４に関連する。アンライセンススペクトルにおけるダウンリンク２０５
およびライセンススペクトルにおける双方向リンク２１０は、コンカレントに動作し得る
。ダウンリンク２０５は、基地局１０５－ａにダウンリンク容量オフロードを提供し得る
。いくつかの実施形態では、ダウンリンク２０５は、ユニキャストサービス（例えば、１
つのＵＥに向けられる）サービスのためにまたはマルチキャストサービス（例えば、いく
つかのＵＥに向けられる）のために使用され得る。この状況は、ライセンススペクトルを
使用し、かつトラフィックおよび／またはシグナリング輻輳のうちのいくらかを緩和する
必要がある、いかなるサービスプロバイダ（例えば、伝統的なモバイルネットワークオペ
レータまたはＭＮＯ）にも起こり得る。
【００３７】
　[0051]　図２００におけるキャリアアグリゲーションモードの１つの例では、基地局１
０５－ａは、双方向リンク２１５を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ａに送信
し得、そして双方向リンク２１５を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信
信号を受信し得る。双方向リンク２１５は、アンライセンススペクトルにおける周波数Ｆ
１に関連する。基地局１０５－ａはまた、双方向リンク２２０を使用してＯＦＤＭＡ通信
信号を同じＵＥ１１５－ａに送信し得、そして双方向リンク２２０を使用して同じＵＥ１
１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し得る。双方向リンク２２０は、ライセンス
スペクトルにおける周波数Ｆ２に関連する。双方向リンク２１５は、基地局１０５－ａに
ダウンリンクおよびアップリンク容量オフロードを提供し得る。上述された補足ダウンリ
ンク（例えば、ＬＡＡモード）と同様に、この状況は、ライセンススペクトルを使用し、
かつトラフィックおよび／またはシグナリング輻輳のうちのいくらかを緩和する必要があ
る、いかなるサービスプロバイダ（例えば、ＭＮＯ）にも起こり得る。
【００３８】
　[0052]　図２００におけるキャリアアグリゲーションモードの別の例では、基地局１０
５－ａは、双方向リンク２２５を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ａに送信し
得、そして双方向リンク２２５を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信
号を受信し得る。双方向リンク２２５は、アンライセンススペクトルにおける周波数Ｆ３
に関連する。基地局１０５－ａはまた、双方向リンク２３０を使用してＯＦＤＭＡ通信信
号を同じＵＥ１１５－ａに送信し得、そして双方向リンク２３０を使用して同じＵＥ１１
５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し得る。双方向リンク２３０は、ライセンスス
ペクトルにおける周波数Ｆ２に関連する。双方向リンク２２５は、基地局１０５－ａにダ
ウンリンクおよびアップリンク容量オフロードを提供し得る。この例および上に提供され
た例は、例示を目的として提示されており、容量オフロードのために、競合ベースの共有
スペクトルを用いないかまたはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと組み合わせる他の同様の動作のモー
ドまたは展開状況が存在し得る。
【００３９】
　[0053]　上述したように、競合ベースのスペクトルに拡張されたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを
使用することによって提供される容量オフロードから恩恵を受け得る典型的なサービスプ
ロバイダは、ＬＴＥスペクトルを用いる伝統的なＭＮＯである。これらのサービスプロバ
イダに関して、動作構成（operational configuration）は、非競合スペクトル上でＬＴ
Ｅプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）を使用し、競合ベースのスペクトル上で
ＬＴＥセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）を使用するブートストラップモード
（例えば、補足ダウンリンク（例えば、ＬＡＡモード）、キャリアアグリゲーション）を
含み得る。
【００４０】
　[0054]　補足ダウンリンクモードでは、競合ベースのスペクトルに拡張されたＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａに関する制御は、ＬＴＥアップリンク（例えば、双方向リンク２１０のアップ
リンク部分）上でトランスポートされ得る。ダウンリンク容量オフロードを提供する理由
のうちの１つは、データ需要が、主にダウンリンク消費によって引き起こされる（driven
 by）からである。また、このモードでは、ＵＥがアンライセンススペクトルにおいて送
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信していないので、規制影響（regulatory impact）がない可能性がある。ＵＥにおいて
ＬＢＴまたはキャリア検知多元接続（ＣＳＭＡ：carrier sense multiple access）要件
をインプリメントする必要はない。しかしながら、ＬＢＴは、例えば、無線フレーム境界
にアラインされたグラブアンドリリンキッシュメカニズム（grab-and-relinquish mechan
ism）および／または周期的な（例えば、１０ミリ秒ごとの）クリアチャネルアセスメン
ト（ＣＣＡ）を使用することによって、基地局（例えば、ｅＮＢ）においてインプリメン
トされ得る。
【００４１】
　[0055]　キャリアアグリゲーションモードでは、データおよび制御は、ＬＴＥ（例えば
、双方向リンク２１０、２２０、および２３０）において通信され得、一方、データは、
競合ベースの共有スペクトルに拡張されたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ（例えば、双方向リンク２
１５および２２５）において通信され得る。競合ベースの共有スペクトルに拡張されたＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａを使用するときにサポートされるキャリアアグリゲーションメカニズム
は、ハイブリッド周波数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーシ
ョン（a hybrid frequency division duplexing-time division duplexing (FDD-TDD) ca
rrier aggregation）または複数のコンポーネントキャリアにわたって異なる対称性を有
するＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションに該当し得る。
【００４２】
　[0056]　図２Ｂは、競合ベースの共有スペクトルに拡張されたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａに関
するスタンドアロンモードの例を例示する図２００－ａを示す。図２００－ａは、図１の
システム１００の一部の例であり得る。また、基地局１０５－ｂは、図１の基地局１０５
および図２Ａの基地局１０５－ａの例であり得、一方で、ＵＥ１１５－ｂは、図１のＵＥ
１１５および図２ＡのＵＥ１１５－ａの例であり得る。
【００４３】
　[0057]　図２００－ａにおけるスタンドアロンモードの例では、基地局１０５－ｂは、
双方向リンク２４０を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ｂに送信し得、そして
双方向リンク２４０を使用してＵＥ１１５－ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し得る
。双方向リンク２４０は、図２Ａを参照して上述した競合ベースの共有スペクトルにおけ
る周波数Ｆ３に関連する。スタンドアロンモードは、スタジアム内のアクセス（in-stadi
um access）（例えば、ユニキャスト、マルチキャスト）のような非伝統的なワイヤレス
アクセス状況において使用され得る。この動作のモードの典型的なサービスプロバイダの
例は、ライセンススペクトルを有さない大企業、企業、ホテル、イベントホスト、ケーブ
ル会社、およびスタジアムオーナーであり得る。これらのサービスプロバイダに関して、
スタンドアロンモードのための動作構成は、競合ベースのスペクトル上でＰＣＣを使用し
得る。また、ＬＢＴは、基地局とＵＥとの両方でインプリメントされ得る。
【００４４】
　[0058]　いくつかの例では、図１、図２Ａまたは図２Ｂを参照して説明される基地局１
０５、２０５または２０５－ａのうちの１つ、または図１、図２Ａまたは図２Ｂを参照し
て説明されるＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、または２１５－ｃのうちの
１つのような送信装置は、競合ベースの共有無線周波数スペクトルバンドのチャネルへの
（例えば、アンライセンス無線周波数スペクトルバンドの物理チャネルへの）アクセスを
獲得するために、ゲーティングインターバル（gating interval）を使用し得る。いくつ
かの例では、ゲーティングインターバルは、周期的であり得る。例えば、周期的なゲーテ
ィングインターバルは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線インターバルの少なくとも１つの境界と
同期し得る。ゲーティングインターバルは、欧州電気通信標準化機構（ＥＴＳＩ：Europe
an Telecommunications Standards Institute）に定められたＬＢＴプロトコルに少なく
とも部分的に基づいて、ＬＢＴプロトコルのような競合ベースのプロトコルのアプリケー
ションを定義し得る。ＬＢＴプロトコルのアプリケーションを定義するゲーティングイン
ターバルを使用するとき、ゲーティングインターバルは、クリアチャネルアセスメント（
ＣＣＡ）プロシージャのような競合プロシージャ（例えば、ＬＢＴプロシージャ）を送信
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装置がいつ実施する必要があるかを示し得る。ＣＣＡプロシージャの結果は、競合ベース
の共有無線周波数スペクトルバンドのチャネルがゲーティングインターバル（ＬＢＴ無線
フレームとも呼ばれる）について使用されているかまたは利用可能であるかを送信装置に
示し得る。ＣＣＡプロシージャが、対応するＬＢＴ無線フレームについてチャネルが利用
可能である（例えば、使用について「クリア」である）と示すとき、送信装置は、ＬＢＴ
無線フレームの一部またはすべての間、競合ベースの共有無線周波数スペクトルバンドの
チャネルを予約または使用し得る。ＣＣＡプロシージャが、チャネルが利用可能でないこ
と（例えば、チャネルが別の送信装置によって使用または予約されていること）を示すと
き、送信装置は、ＬＢＴ無線フレームの間、チャネルを使用することを妨げられ得る。
【００４５】
　[0059]　図２Ａおよび図２Ｂに示されたコンポーネントの数および配置は、例として提
供されている。実際には、ワイヤレス通信システム２００は、追加的なデバイス、より少
ないデバイス、異なるデバイス、または図２Ａおよび図２Ｂに示されたものとは異なった
配置のデバイスを含み得る。
【００４６】
　[0060]　図３は、本開示の様々な態様による、アンライセンス無線周波数スペクトルバ
ンド上でのワイヤレス通信の例３００の例示である。図３は、ワイヤレス通信がそれ上で
発生する競合ベースの共有無線周波数スペクトルバンドのチャネルを、ある時間期間にわ
たって予約するために、図１または図２を参照して説明された基地局１０５、２０５また
は２０５－ａのうちの１つまたは複数のような１つまたは複数の基地局によって実施され
得るダウンリンククリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャ３０２を例示する
。基地局による成功したダウンリンクＣＣＡプロシージャ３４５に続いて、基地局は、他
の基地局または装置（例えば、ＵＥ、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント等）に、基地局がチャ
ネルを予約したことを示すインジケーションを提供するために、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル
３０４および／またはチャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）３０６（例えば、ダウンリ
ンクＣＵＢＳ（Ｄ－ＣＵＢＳ３５０））のようなプリアンブルを送信し得る。
【００４７】
　[0061]　ｅＮＢは次いで、いくつかのダウンリンク（Ｄ）サブフレーム３０８を送信し
得る。ｅＮＢは、それが送信することになるＤＬサブフレームの数のインジケーションを
送信し得、例えば、図３では、ｅＮＢによって、それが６つのＤサブフレームを送信する
ことになるというインジケーションが提供される。また特別なサブフレーム（Ｓ）３１０
も存在し得、それは、例えば、ＤサブフレームとＵサブフレームとの間の遷移サブフレー
ムであり得る。Ｄサブフレームのうちのいくつかは、いくつかのアップリンク（Ｕ）サブ
フレーム３１２の間にＵＬ通信を送信するための、ＵＥ（１つまたは複数の）へのグラン
ト３１０を含み得る。図３は、２つの異なるＵＥ、ＵＥ１　３１４およびＵＥ２　３１６
に通信されるＵＬグラントを例示する。ＵＥ１およびＵＥ２は、例えば、図１、図２Ａ、
または図２Ｂを参照して上述したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、または
２１５－ｃのうちの１つまたは複数であり得る。ＵＬグラント３１０に基づいて、ＵＥ１
　３１４およびＵＥ２　３１６は、ＣＣＡまたは拡張されたＣＣＡ（ＥＣＣＡ）プロシー
ジャ３１８を実施し、そして成功したとき、ＵＬグラント３１０に従って、いくつかのＵ
Ｌサブフレーム３１２を送信し得る。
【００４８】
　[0062]　上に示されたように、図３は例として提供されている。他の例が考えられ、図
３に関連して説明されたものとは異なったものであり得る。
【００４９】
　[0063]　図４は、本開示の様々な態様による、競合ベースの共有無線周波数スペクトル
バンドへのアクセスを求めて競合するときに送信装置によって実施される、ＣＣＡプロシ
ージャ４１５の例４００の例示である。いくつかの例では、ＣＣＡプロシージャ４１５は
、図３を参照して説明されたダウンリンクＣＣＡプロシージャ３４５またはアップリンク
ＣＣＡプロシージャ３６５の例であり得る。ＣＣＡプロシージャ４１５は、固定された持
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続時間を有し得る。いくつかの例では、ＣＣＡプロシージャ４１５は、ＬＢＴ－ＦＢＥ（
LBT-frame based equipment）プロトコルに従って実施され得る。ＣＣＡプロシージャ４
１５に続いて、ＣＵＢＳ４２０のようなチャネル予約信号が送信され得、データ送信（例
えば、アップリンク送信またはダウンリンク送信）がそれに続く。例として、データ送信
は、３つのサブフレームの意図された持続時間４０５および３つのサブフレームの実際の
持続時間４１０を有し得る。
【００５０】
　[0064]　上に示されたように、図４は例として提供されている。他の例が考えられ、図
４に関連して説明されたものとは異なったものであり得る。
【００５１】
　[0065]　図５は、本開示の様々な態様による、競合ベースの共有無線周波数スペクトル
バンドへのアクセスを求めて競合するときに送信装置によって実施される、ＥＣＣＡプロ
シージャ５１５の例５００の例示である。いくつかの例では、ＥＣＣＡプロシージャ５１
５は、図３を参照して説明されたダウンリンクＣＣＡプロシージャ３４５またはアップリ
ンクＣＣＡプロシージャ３６５の例であり得る。ＥＣＣＡプロシージャ５１５は、ランダ
ムな数のＣＣＡプロシージャを含み得、いくつかの例では、複数のＣＣＡプロシージャを
含み得る。ＥＣＣＡプロシージャ５１５は故に、可変の持続時間を有し得る。いくつかの
例では、ＥＣＣＡプロシージャ５１５は、ＬＢＴ－ＬＢＥ（LBT-load based equipment）
プロトコルに従って実施され得る。ＥＣＣＡプロシージャ５１５は、競合ベースの共有無
線周波数スペクトルバンドにアクセスするための競合に勝つことについてのより高い見込
みを提供し得るが、より短いデータ送信という潜在的な犠牲を払う。ＥＣＣＡプロシージ
ャ５１５に続いて、ＣＵＢＳ５２０のようなチャネル予約信号が送信され得、データ送信
がそれに続く。例として、データ送信は、３つのサブフレームの意図された持続時間５０
５および２つのサブフレームの実際の持続時間５１０を有し得る。
【００５２】
　[0066]　上に示されたように、図５は例として提供されている。他の例が考えられ、図
５に関連して説明されたものとは異なったものであり得る。
【００５３】
　[0067]　図６は、基地局／ｅＮＢ１０５およびＵＥ１１５の設計のブロック図を示し、
それは、図１における基地局／ｅＮＢのうちの１つおよびＵＥのうちの１つであり得る。
ｅＮＢ１０５は、アンテナ６３４ａ～６３４ｔを装備し得、ＵＥ１１５は、アンテナ６５
２ａ～６５２ｒを装備し得る。ｅＮＢ１０５において、送信プロセッサ６２０は、データ
ソース６１２からデータを、およびコントローラ／プロセッサ６４０から制御情報を受け
取り得る。制御情報は、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）、物理制御フォーマ
ットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ハイブリッド自動再送要求インジケー
タチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）等のためのも
のであり得る。データは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）等のためのもの
であり得る。送信プロセッサ６２０は、データおよび制御情報を処理（例えば、符号化お
よびシンボルマッピング）して、データシンボルおよび制御シンボルをそれぞれ取得し得
る。送信プロセッサ６２０はまた、例えば、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ
同期信号（ＳＳＳ）、およびセル固有の基準信号のための、基準シンボルを生成し得る。
送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ６３０は、適用可能な場合、データシ
ンボル、制御シンボルおよび／または基準シンボルに対して空間処理（例えば、プリコー
ディング）を実施し得、変調器（ＭＯＤ）６３２ａ～６３２ｔに出力シンボルストリーム
を提供し得る。各変調器６３２は、それぞれの出力シンボルストリーム（例えば、ＯＦＤ
Ｍ等に関する）を処理して、出力サンプルストリームを取得し得る。各変調器６３２は、
出力サンプルストリームをさらに処理（例えば、アナログへ変換、増幅、フィルタ、およ
びアップコンバート）して、ダウンリンク信号を取得し得る。変調器６３２ａ～６３２ｔ
からのダウンリンク信号は、それぞれアンテナ６３４ａ～６３４ｔを介して送信され得る
。
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【００５４】
　[0068]　ＵＥ１１５において、アンテナ６５２ａ～６５２ｒは、ｅＮＢ１０５からダウ
ンリンク信号を受信し得、受信された信号を復調器（ＤＥＭＯＤ）６５４ａ～６５４ｒに
それぞれ提供し得る。各復調器６５４は、それぞれの受信された信号を調整（例えば、フ
ィルタ、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得し得る
。各復調器６５４は入力サンプル（例えば、ＯＦＤＭ等に関する）をさらに処理して、受
信されたシンボルを取得し得る。ＭＩＭＯ検出器６５６は、すべての復調器６５４ａ～６
５４ｒから、受信されたシンボルを取得し、適用可能な場合、受信されたシンボルに対し
てＭＩＭＯ検出を実施し、検出されたシンボルを提供し得る。受信プロセッサ６５８は、
検出されたシンボルを処理（例えば、復調、デインタリーブ、および復号）し、ＵＥ１１
５についての復号されたデータをデータシンク６６０に提供し、復号された制御情報をコ
ントローラ／プロセッサ６８０に提供し得る。
【００５５】
　[0069]　アップリンクについては、ＵＥ１１５において、送信プロセッサ６６４は、デ
ータソース６６２からの（例えば、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に関す
る）データを、およびコントローラ／プロセッサ６８０からの（例えば、物理アップリン
ク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）に関する）制御情報を受け取り得るおよび処理し得る。送
信プロセッサ６６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッ
サ６６４からのシンボルは、適用可能な場合、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ６６６によって
プリコーディングされ、復調器６５４ａ～６５４ｒによってさらに処理され（例えば、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭ等に関して）、ｅＮＢ１０５に送信され得る。ｅＮＢ１０５において、ＵＥ１
１５からのアップリンク信号は、アンテナ６３４によって受信され、変調器６３２によっ
て処理され、適用可能な場合、ＭＩＭＯ検出器６３６によって検出され、受信プロセッサ
６３８によってさらに処理されて、ＵＥ１１５によって送られた、復号されたデータおよ
び制御情報を取得し得る。プロセッサ６３８は、復号されたデータをデータシンク６４６
に、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ６４０に、提供し得る。
【００５６】
　[0070]　コントローラ／プロセッサ６４０および６８０は、それぞれｅＮＢ１０５およ
びＵＥ１１５における動作を指示し得る。コントローラ／プロセッサ６４０および／また
はｅＮＢ１０５における他のプロセッサおよびコンポーネントは、ここに説明された技法
に関する様々な処理を実施し得るかまたはそれらの実行を命じ得る。コントローラ／プロ
セッサ６８０および／またはＵＥ１１５における他のプロセッサおよびコンポーネントも
また、図７～図１３に例示される機能ブロック、および／またはここに説明された技法に
関する他の処理を実施し得るかまたはそれらの実行を命じ得る。メモリ６４２および６８
２は、それぞれｅＮＢ１０５およびＵＥ１１５に関するデータおよびプログラムコードを
記憶し得る。スケジューラ６４４は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上のデー
タ送信に関してＵＥをスケジューリングし得る。
【００５７】
　[0071]　ＵＥのようなデバイスは、信号を受信および／または送信するために使用する
ためのマルチプルなアンテナ（Ｎ）を有し得る。デバイスは、ＬＴＥ、Ｗｉ－Ｆｉ等のよ
うな特定の無線アクセス技術（ＲＡＴ）用に使用するために、特定のキャリア周波数用に
使用するために、またはその両方のために、アンテナの使用および割り当てを分割し得る
。例えば、デバイスは、デバイスがＷｉ－ＦｉとＬＴＥのような他の技術との両方をサポ
ートするとき、ＣＡのケースでは１つのキャリアのために固定された数のアンテナを使用
し得、またはそれはＷｉ－Ｆｉのために固定された数のアンテナを使用し得る。一例では
、ＵＥは、４つのアンテナを有し得、それらアンテナのうちの２つをＷｉ－Ｆｉ通信のた
めに割り当て、２つのアンテナをＬＴＥ通信のために割り当て得る。ＵＥのようなデバイ
スはまた、１つの技術または１つのキャリアのためにいくつかのアンテナを動的にまたは
半静的に選択し得る（アンテナ選択）。そのような動的または半静的なスキームでは、共
有することまたは選択は、特定の測定結果、例えば、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ
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）、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）等によってトリガされ得る。
【００５８】
　[0072]　ＬＴＥのような通信ネットワークは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）インプリメ
ンテーションおよび時分割多重化（ＴＤＭ）インプリメンテーションを有し得る。ＦＤＭ
インプリメンテーションにおいてオプションを共有することは、異なるアンテナを本当に
共有するのではなく、アンテナ上で受信される周波数スペクトルを共有する。例えば、Ｕ
Ｅは、異なるエアインタフェースについて同じ時間にすべてのアンテナを使用するために
、ダイプレクサ／スイッチを使用し得る。ダイプレクサ／スイッチは、望まれない周波数
をフィルタ除去することによってフィルタの役割を果たす。しかしながら、そのようなＦ
ＤＭ共有スキームでは、信号がフィルタされるので典型的に信号強度の相当な損失（a co
nsiderable loss）が存在する。そのような損失はまた、より高い周波数バンドほど増加
する可能性がある。ＴＤＭインプリメンテーションは、実際にエアインタフェース／技術
ごとに別々のアンテナを使用または割り当て得る。したがって、そのようなエアインタフ
ェース／技術上での通信が使用されていないとき、使用されない通信に割り当てられたま
たは指定されたそれらのアンテナは、他のエアインタフェース／技術と共有され得る。本
開示の様々な態様は、ＴＤＭインプリメンテーションを使用する通信システムを対象とす
る。
【００５９】
　[0073]　ＬＴＥ－Ｕでは、ｅＮＢとＵＥとの両方が、チャネルにアクセスするためにＣ
ＣＡを実施する。ＤＬ送信については、ｅＮＢは、送信する前にＣＣＡを実施することに
よって媒体をキャプチャしなければならない。同様に、ＵＥは、ＵＬデータを送信するた
めにＣＣＡプロシージャを実施しなければならない。ｅＮＢおよびＵＥは、異なるアクセ
スプロシージャおよびＬＢＴメカニズムを使用し得る。加えて、ｅＮＢによって経験され
る干渉条件は、ＵＥによって経験されるものとは異なり得る。
【００６０】
　[0074]　時に、ＵＥは、それがｅＮＢからＵＬグラントを受信するまで、ＣＣＡ動作を
実施することを待つことを要求され得る。またある時には、ＵＥは、ＵＬグラントを受信
することなくＣＣＡを実施することによって、チャネルを求めて競合し得る。ＵＥがＵＬ
グラントを待つか否かに関わらず、ＵＥは、ｅＮＢから独立してＣＣＡを実施する。
【００６１】
　[0075]　ここに提示される様々な態様は、ｅＮＢがＵＥのチャネルアクセスプロシージ
ャのパラメータを制御し得るメカニズムを提供する。ｅＮＢは、少なくとも１つのＣＣＡ
パラメータのインジケーションをＵＥに送信する。ＵＥは、ｅＮＢから（１つまたは複数
の）ＣＣＡパラメータを受信し、（１つまたは複数の）示されたパラメータに基づいて、
ＣＣＡを実施する。ｅＮＢによるＣＣＡプロシージャのクローズドループ制御は、ＵＥに
よるＣＣＡプロシージャにおいてより優れた効率を提供する。ｅＮＢは、それ自身の知識
に基づいて、ＵＥによって使用されるためのＣＣＡパラメータを決定し得る、および／ま
たは、ｅＮＢは、ＵＥのためのＣＣＡパラメータを決定するために、ＵＥによって提供さ
れる情報を使用し得る。
【００６２】
　[0076]　図７は、本開示に従って、ＵＥ７０２とｅＮＢ７０４との間の例示的なインタ
ラクションを例示する。ＵＥ７０２は、図６におけるＵＥ１１５、または図９および図１
０における装置９０２／９０２’であり得る。ｅＮＢ７０４は、図６におけるｅＮＢ１０
５、または図１２および図１３における装置１２０２／１２０２’であり得る。
【００６３】
　[0077]　７１０において、ＵＥ７０２は、オプションとして１つまたは複数の報告をｅ
ＮＢ７０４に送信し得る。ｅＮＢは、ＵＥに送るためのＣＣＡパラメータを決定する際に
、ＵＥからの１つまたは複数の報告内の情報を使用し得る。１つまたは複数の報告は、Ｕ
Ｅの特性、性能、およびまたは検出されたチャネル条件を識別し得る。例えば、ＵＥは、
ＵＥによって受信されるＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ、干渉測定値（interference measu
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rements）、ＣＣＡクリアランス統計値等を報告し得る。ＵＥはまた、例えば、１つまた
は複数のＲＡＴについての、他の観察された情報も使用し得、ｅＮＢに送るためのＣＣＡ
パラメータを決定するために、この観察された情報を使用し得る。例えば、ＵＥは、（１
つまたは複数の）ＲＡＴについての平均（average）／平均（mean）／中央値（median）
ＲＳＳＩおよび／または受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）の累積分布関数（ＣＤＦ
：cumulative distribution function）を受信し得る。ＵＥは、観察された時間の何割で
チャネルＲＳＳＩが（１つまたは複数の）ＲＡＴについてのしきい値を上回るかを考慮し
得る。ＵＥはまた、他の技術のディスカバリ信号も観察し得る。
【００６４】
　[0078]　７０６において、ｅＮＢ７０４は、少なくとも１つのＣＣＡパラメータのイン
ジケーションをＵＥ７０２に送信する。ＣＣＡパラメータは、ＵＬグラント、ＤＬグラン
ト、複数のＵＥを対象とするブロードキャスト、ＲＲＣメッセージ、またはＭＡＣ制御要
素のいずれにおいてもＵＥに送信され得る。
【００６５】
　[0079]　７０８において、ｅＮＢからの送信を受信した後、ＵＥは、ｅＮＢによって示
されたパラメータに基づいて、１つのまたは複数のＣＣＡを実施する。例として、ｅＮＢ
によって示されたパラメータは、成功したＣＣＡ（successful CCA）のためのしきい値、
ならびに不成功のＣＣＡに後続するバックオフを含むＣＣＡプロシージャの様々な態様に
影響し得る。ＵＥは、ｅＮＢからのインジケーションを尊重するか否か最初に決定し得る
。例えば、ＵＥは、ＣＣＡを実施するために、示されたＣＣＡパラメータのすべてを使用
し得る。ＵＥは、示されたＣＣＡパラメータのいずれも使用せず、代わりにＣＣＡのため
の他のパラメータを使用することを決定し得る。ＵＥは、ＣＣＡのための示されたパラメ
ータのすべてではないが一部を使用することを決定し得る。
【００６６】
　[0080]　これは、いくつかの方法のいずれにおいても成され得る。一例では、ＵＥは、
ｅＮＢにおける情報が古くなっている（outdated）ことを決定または考慮し得る。例えば
、ＵＥがある特定のＬＢＴ優先順位クラスのトラフィックを送信する必要がある場合、ｅ
ＮＢのＬＢＴパラメータは、このトラフィックが多重化されることを可能にしない可能性
がある。この限定は、ｅＮＢが利用可能な最新のバッファステータス報告（ＢＳＲ）を有
さないので、例えば、３ＧＰＰにおける多重化ルールに基づき得る。またＢＳＲは、異な
る優先順位クラスにわたるトラフィックの分配（split）を示さない可能性がある（may n
ot tell）。故に、ｅＮＢがそのような限定を伴うＣＣＡについてのパラメータを示すと
き、ＵＥは、ｅＮＢからのこれらのＣＣＡパラメータの少なくとも一部をオーバーライド
し、代わりにそれ自身の決定されたパラメータを使用することを決定し得る。
【００６７】
　[0081]　第２の例は、クロスキャリアスケジューリングベースのＵＬ送信を含み得る。
この例では、ｅＮＢは、数ｍｓ早くグラントにおいてＣＣＡパラメータを送り得るが、ア
ンライセンスキャリアにおける変化した状況に起因して、ＵＥは、ｅＮＢのグラントのパ
ラメータに従う（follow）ことができない可能性がある。この例では、ＵＥは、ｅＮＢか
らのＣＣＡパラメータの少なくとも一部を無視（disregard）することを決定し得る。
【００６８】
　[0082]　別の例では、ＵＥは、ＵＥにおけるインデバイス共存（ＩＤＣ：in-device co
existence）要件が原因で、ｅＮＢから受信されたＣＣＡパラメータを使用しないことを
決定し得る。ｅＮＢから受信されたＣＣＡパラメータとＵＥのＩＤＣ要件との間にコンフ
リクトが存在するとき、ＵＥは、ｅＮＢからのＣＣＡパラメータの少なくとも一部を無視
（ignore）することを決定し得る。
【００６９】
　[0083]　図８は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート８００である。この方法は、
ｅＮＢ（例えば、ｅＮＢ１０５、７０４、装置９０２／９０２’）によって実施され得る
。図８のオプションの態様は、破線を使用して例示される。
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【００７０】
　[0084]　８０２において、ｅＮＢは、１つまたは複数のＲＡＴについてのワイヤレス通
信に関する情報を受信する。ｅＮＢは、オプションとして、例えば、８０８においてＵＥ
に送るためのＣＣＡパラメータを決定することに先立って、８０４において、少なくとも
１つのＵＥから１つまたは複数の報告を受信し得る。報告は、ｅＮＢによるＣＣＡパラメ
ータの選択に影響を与え得るＵＥの特性またはチャネル条件についての情報を提供し得る
。ｅＮＢは、１つまたは複数のＲＡＴについてのトラフィックを観察することによって、
情報を受信し得る。８０６において、ＵＥは、チャネル条件等を決定するために、トラフ
ィック、少なくとも１つのＲＡＴを観察し得る。
【００７１】
　[0085]　８０８において、ｅＮＢは、ＵＬ送信のためのＣＣＡプロシージャを実施する
際に少なくとも１つのＵＥによって使用されるための（１つまたは複数の）ＣＣＡパラメ
ータを決定する。
【００７２】
　[0086]　８１０において、ｅＮＢは、（１つまたは複数の）ＣＣＡパラメータのインジ
ケーションをＵＥに送信する。
【００７３】
　[0087]　代替的な態様では、ｅＮＢは、（８０８において）ＵＥのためのＣＣＡパラメ
ータのセットを決定し得、（８１０において）ＣＣＡパラメータのセットをＵＥに送信し
得る。ＣＣＡパラメータのセットは、ＣＣＡプロシージャの異なる態様に影響する１つま
たは複数のＣＣＡパラメータを含み得る。
【００７４】
　[0088]　ＣＣＡを実施することの一部として、ＵＥは、意図されたチャネル上のエネル
ギを検知する。ＵＥによって検知されるエネルギが、ここでＣＣＡしきい値と称されるあ
る特定の量を下回るとき、ＵＥは、ＣＣＡの目的についてチャネルがクリアであると決定
し得る。一例では、ＣＣＡパラメータは、ＵＥによって使用されることになるＣＣＡしき
い値を備え得る。これは、異なるＣＣＡスロットが異なるしきい値を有するように、スロ
ットごとにＣＣＡしきい値を含み得る。例えば、ＣＣＡパラメータは、最後の数ＣＣＡス
ロット（the last few CCA slots）または最後のＣＣＡスロットが異なるＣＣＡしきい値
を有することを示し得る。
【００７５】
　[0089]　異なるスロットについて異なるＣＣＡしきい値を示すことに加えて、ＣＣＡパ
ラメータはまた、ＣＣＡしきい値が送信番号（transmission number）に基づいて変化す
るべきであることを示し得る。例えば、ＵＥは、それの最初のＣＣＡ送信においてチャネ
ルをクリアするとき（when clearing the channel）、より低いＣＣＡしきい値を使用し
得る。ｅＮＢは、ＵＥが、追加的なＣＣＡ送信についてＣＣＡしきい値を増加させるべき
であることを示し得る。増加は、ＵＥがＣＣＡをパスするまで、ＵＥがＣＣＡ送信を行う
たびに発生し得る。
【００７６】
　[0090]　別の例では、ＣＣＡパラメータは、バックオフスキームのインジケーションを
備え得る。
【００７７】
　[0091]　バックオフは、別のＣＣＡ送信をいつ実施するかを決定するためにＵＥによっ
て使用され得る。最初のＣＣＡに失敗した後、ＵＥは、別のＣＣＡ送信を送る前に、ある
特定の数のスロット待ち得る。スロットの数は、ランダムな数、例えばＮ、に基づき得る
。ＵＥがＣＣＡプロシージャに続けて失敗する場合、ＵＥは、試みと試みの間のスロット
の数Ｎを増加させ得る。例えば、ＣＣＡパラメータは、ＵＥが、線形バックオフスキーム
を使用するべきかまたは指数関数バックオフスキームを使用するべきかを示し得る。線形
バックオフスキームでは、ＵＥは、連続的な（sequential）不成功のＣＣＡの試みの数に
基づいて、直線的に後続のＣＣＡ動作間のスロットの数を増加させ得る。例えば、ＵＥは
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、一定値Ｎだけ、後続のＣＣＡ動作間のスロットの数を増加させ得る。ｅＮＢが指数関数
バックオフスキームを示す場合、これはＵＥに、連続的な不成功のＣＣＡの試みの数に基
づいて、指数関数的に後続のＣＣＡ動作間のスロットの数を増加させることを指示する。
この例では、ＵＥは、後続の不成功のＣＣＡ動作間のスロットの数を累乗Ｎ分増加させ得
る（それは、例えば、不成功のＣＣＡの試み間（between unsuccessful CCA attempts）
の待ち時間を連続的に倍にし得る）。
【００７８】
　[0092]　ＣＣＡパラメータは、ＵＥがシンプルなＣＣＡプロシージャを実施するべきか
または拡張されたＣＣＡプロシージャを実施するべきかを示し得る。シンプルなＣＣＡプ
ロシージャは、例えば、単一の試みのＣＣＡプロシージャを備え得る。拡張されたＣＣＡ
プロシージャは、最初のＣＣＡ送信が失敗し、バックオフプロシージャを組み込むとき、
ＵＥが複数のＣＣＡ送信を行うことに関わり得る。
【００７９】
　[0093]　ＣＣＡパラメータはまた、ＵＥがいずれのＣＣＡプロシージャも実施すること
なく送信を始めるべきであることを示し得る。
【００８０】
　[0094]　バックオフスキームはまた、チャネルの関数であり得る。例えば、より高い優
先順位が、ディスカバリ基準信号（ＤＲＳ）のために使用され得る。同様のメカニズムが
、ＵＬ上のＰＲＡＣＨ、ＳＲＳ、またはＰＵＣＣＨに適用可能であり得る。これらの送信
は、より高い優先順位を有し得、異なるＣＣＡパラメータに割り当てられ得る。したがっ
て、ＣＣＡパラメータは、チャネルアクセススキームのインジケーションを備え得、ここ
で、示されるチャネルアクセススキームは、異なるＣＣＡパラメータを異なるＵＬチャネ
ルに割り当て得る。
【００８１】
　[0095]　別の例では、ＣＣＡパラメータは、ＣＣＡのためのスロットの少なくとも一部
についての持続時間を備え得る。ＣＣＡパラメータは、ＣＣＡスロットのすべてについて
の、またはいくつかの特定のＣＣＡスロットについての持続時間を示し得る。例えば、Ｃ
ＣＡパラメータは、最後のＣＣＡスロットが他のＣＣＡスロットよりも長い持続時間を有
することを示し得る。最後のＣＣＡスロットの持続時間を変更することは、ＵＥがＷｉ－
Ｆｉ干渉を避けることを助け得る。
【００８２】
　[0096]　別の例では、ＣＣＡパラメータは、特定の予約信号タイプを尊重するかどうか
のインジケーションを備え得る。とりわけ、そのような予約信号タイプは、Ｗｉ－Ｆｉ予
約信号、ＵＥ展開に関連する予約信号、または別のライセンス支援アクセス展開に関連す
る予約信号のうちの少なくとも１つを含み得る。Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルは、パケット送
信の長さに関する情報を搬送する。ＵＥがそのようなＷｉ－Ｆｉプリアンブルを受信する
とき、それはＷｉ－Ｆｉパケットの示された持続時間の間に送信しないことによって、そ
のプリアンブルを尊重し得る。ある特定の状況では、ＵＥは、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルを
無視し、示された送信の間に送信し得る。ＵＥは、Ｗｉ－Ｆｉパケットを尊重することが
できる、またはそのようなＷｉ－Ｆｉパケット送信を無視することができる。ｅＮＢは、
ＵＥがＷｉ－Ｆｉノードからのそのような予約信号を尊重するべきかどうかＣＣＡパラメ
ータを介してＵＥに指示し得る。ｅＮＢらかのＣＣＡパラメータは、ＵＥがそれ自身の展
開および／または他のＬＡＡ展開に対応するそのような予約信号を尊重するべきかどうか
を示し得る。
【００８３】
　[0097]　別の例では、インジケーションは、ＣＣＡしきい値に間接的に影響を与える送
信電力に関する情報を備え得る。例えば、情報は、最大送信電力または送信電力の変化を
備え得る。ＣＣＡしきい値は、最大送信電力の関数であり得る。したがって、最大送信電
力のインジケーションが、ＵＥに、ＣＣＡプロシージャのためにそれが使用するべきＣＣ
Ａしきい値を知らせるために、使用され得る。
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【００８４】
　[0098]　別の例では、ＣＣＡパラメータは、Ｗｉ－Ｆｉチャネル使用ビーコン信号（Ｗ
－ＣＵＢＳ）を送信するかどうかのインジケーションを備え得る。Ｗｉ－Ｆｉプリアンブ
ルは、Ｗｉ－ＦｉコンポーネントとＬＴＥコンポーネントとの両方を含み得るＬＴＥ－Ｕ
のためのＣＵＢＳとして構成され得る。ＣＣＡパラメータは、ＵＥに、それがそのような
Ｗ－ＣＵＢＳを送信するべきかどうかを示し得る、およびＵＥがＷ－ＣＵＢＳの特定の部
分を送信するべきかどうかを示し得る。例えば、ＣＣＡパラメータは、ＵＥが、Ｗ－ＣＵ
ＢＳのＷｉ－Ｆｉ部分および／またはＷ－ＣＵＢＳのＬＴＥ部分を送信するべきかどうか
を示し得る。ｅＮＢからのこのインジケーションは、ＵＥが不必要な送信を無駄にするこ
とを避けることを助け得る。例えば、ｅＮＢがそのエリアにはＷｉ－Ｆｉノードがないこ
とを知っている場合、ｅＮＢは、ＵＥがＷ－ＣＵＢＳの不必要な部分を送信することを止
め得る。
【００８５】
　[0099]　別の例では、ＣＣＡパラメータは、競合ベースのアクセスがＵＬ送信について
可能にされているかどうかを示し得る。競合ベースのアクセスが可能にされているとき、
ＵＥは、ｅＮＢからのＵＬグラントなしに、チャネルを求めて競合することができる。し
たがって、競合ベースのアクセスが可能にされているか否かＵＥに示すことによって、ｅ
ＮＢは、ＵＥに、それがＣＣＡを実施する前にＵＬグラントを待つべきかどうか、または
それがＵＬグラントを待つことなしにＣＣＡ動作を実施し始めることができるかどうか知
らせる。さらに、複数のＵＬグラントが異なるＵＥに送られ得る。ＵＥは次いで、それら
のＵＬグラントに従って、送信するための能力（ability）を求めて競合し得る。このよ
うに、ＣＣＡパラメータは、ｅＮＢがそのような競合ベースのアクセスを可能にしている
か否かＵＥに示し得る。
【００８６】
　[00100]　別の例では、ＣＣＡパラメータは、ＵＬ　ＣＣＡ免除送信（ＵＬ－ＣＥＴ）
が可能にされているかどうかを示し得る。例えば、各ノードは、それがクリアであること
を確実にするためにチャネルを検知することなくそれらが送信し得るデューティーサイク
ルのわずかな比率、例えば、おおよそ５％を有し得る。ｅＮＢは、ＵＥがそのようなＵＬ
－ＣＥＴ送信を実施することができるか否かを制御し得る。このタイプの送信は、データ
送信よりも、より高い優先順位の送信のために予約され得る。
【００８７】
　[00101]　一例では、ＣＣＡパラメータのインジケーションは、ＵＬグラントにおいて
、またはＤＬグラントにおいて、ＵＥに送信され得る。別の例では、ＣＣＡパラメータは
、ＲＲＣシグナリングを使用してＲＲＣメッセージにおいてＵＥに送信され得る。別の例
では、ＣＣＡパラメータは、ＭＡＣ制御要素を使用してＵＥに送信され得る。例えば、Ｃ
ＣＡしきい値の増加／減少、複数のスロットの一部について特別なＣＣＡスロット持続時
間および／またはしきい値を可能にすること、Ｗ－ＣＵＢＳ送信等のいずれかに関わるＣ
ＣＡパラメータは、ＵＬグラントにおいてＵＥに示され得る。他のＣＣＡパラメータは、
ＲＲＣシグナリングまたはＭＡＣ制御要素を使用して示され得る。
【００８８】
　[00102]　８０４における送信は、ｅＮＢから特定のＵＥへ向けられ得る。この例は、
異なるＣＣＡパラメータが異なるＵＥに送信されることを可能にする。
【００８９】
　[00103]　あるＣＣＡパラメータはサブフレームごとにまたはグラントごとに動的に制
御され得、一方で他のパラメータは、半静的に制御され得る。単一のＣＣＡパラメータが
、ＵＥに送信され得る。交替に、複数のＣＣＡパラメータが、ＵＥに提供され得る。
【００９０】
　[00104]　単一のＵＥに送信されるのではなく、（１つまたは複数の）ＣＣＡパラメー
タは、複数のＵＥに送られ得る。（１つまたは複数の）ＣＣＡパラメータは、複数のＵＥ
にブロードキャストされ得る。ブロードキャストＣＣＡパラメータ情報は、例えば、アン
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ライセンススペクトル専用のシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を使用して送信され得る。
一例では、ＣＣＡパラメータのブロードキャストは、共通ＲＲＣメッセージの一部として
のブロードキャストまたはＵＥのグループに知られている無線ネットワーク一時識別子（
ＲＮＴＩ）を伴う新しいＤＬ制御情報（ＤＣＩ）フォーマットに関わり得る。
【００９１】
　[00105]　ｅＮＢは、（１つまたは複数の）共通ＣＣＡパラメータのインジケーション
をＵＥの定義されたグループに送信し得る。（１つまたは複数の）共通ＣＣＡパラメータ
は、ブロードキャストとして、または個別に、定義されたグループにおけるＵＥの各々に
送信され得る。定義されたグループは、ＦＤＭまたは複数のユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩ
ＭＯ）動作のためにグループ化されたＵＥのセットを備え得る。ＵＥのグループに共通Ｃ
ＣＡパラメータを提供することによって、ＵＥが同じセットのＣＣＡパラメータを有する
ようになることを確実にする。
【００９２】
　[00106]　ＵＥは、ＵＥのいくつかの定義されたグループの一部であり得、ＵＥの各定
義されたグループは、共通ＣＣＡパラメータのそれ自身のセットを有し得る。したがって
、ｅＮＢは、ＣＣＡパラメータの複数のセットを単一のＵＥに送信し得、各セットは少な
くとも１つのＣＣＡパラメータを含む。
【００９３】
　[00107]　ｅＮＢは、単一のＣＣＡパラメータのインジケーションを（１つまたは複数
の）ＵＥに送信し得る。代替的に、ｅＮＢは、複数のＣＣＡパラメータをＵＥに示し得る
。したがって、ｅＮＢからの送信は、ここに説明されるＣＣＡパラメータのいかなる組合
せも含み得る。
【００９４】
　[00108]　ＵＥから１つの報告を受信することに加えて、ｅＮＢは、例えば、複数のＵ
Ｅから複数の報告を受信し得る。これらの報告は、ＵＬ送信のためのｅＮＢにおけるＣＣ
Ａパラメータの選択に影響を与え得る。例えば、ｅＮＢは、ＲＴＳ（ready to send）／
ＣＴＳ（clear to send）／ＣＴＳ２Ｓ（clear to send to self）等のＵＥによって受信
されるＷｉ－Ｆｉパケットのタイプの報告を受信し得る。別の例では、ｅＮＢは、干渉測
定値を備える報告を受信し得る。報告は、ＤＬ送信のための干渉測定報告を備え得る。別
の例では、報告は、ＵＬについてのＣＣＡクリアランス統計値を備え得る。新しいプロシ
ージャまたは測定オブジェクション（procedure or measurement objection）が、そのよ
うなＣＣＡ統計値を報告するために定義され得る。したがって、ｅＮＢは、ＣＣＡパラメ
ータをＵＥに送ることによってＵＥのＣＣＡ動作を制御するためにＵＥからの報告を使用
し得る。
【００９５】
　[00109]　図９は、例示的な装置９０２における異なる手段／コンポーネント間のデー
タフローを例示する概念的データフローダイアグラム９００である。装置は、ｅＮＢであ
り得る。装置は、少なくとも１つのＵＥ９５０から送信９０１を受信する受信コンポーネ
ント９０４、および（１つまたは複数の）ＵＥ９５０に推奨されたＣＣＡパラメータおよ
び他のダウンリンク通信のような通信９０３を送信する送信コンポーネント９０６を含む
。装置は、１つまたは複数のＲＡＴについてのワイヤレス通信に関する情報を受信するＲ
ＡＴ情報コンポーネント９０８を含む。装置は、受信された情報に基づいて、例えばＵＬ
送信についてＣＣＡプロシージャを実施する際にＵＥによって使用されることになるＣＣ
Ａパラメータを決定する、ＣＣＡパラメータ決定コンポーネントを含む。ＣＣＡパラメー
タ決定コンポーネントは、ＵＥのチャネル条件および／または性能を示す、ＵＥから受信
された１つまたは複数の報告からの情報に基づいて、ＣＣＡパラメータを決定し得る。Ｃ
ＣＡパラメータ決定コンポーネントは、複数のＲＡＴについてのトラフィック観察に基づ
いて、ＣＣＡパラメータを決定し得る。一旦ＣＣＡパラメータが決定されると、ＣＣＡパ
ラメータ決定コンポーネント９１０は、決定されたＣＣＡパラメータのインジケーション
の少なくとも１つのＵＥへの送信のために、送信コンポーネントにＣＣＡパラメータを提
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供する。
【００９６】
　[00110]　ＣＣＡパラメータは、ＵＬグラントまたはＤＬグラントにおいて、装置９０
２から（１つまたは複数の）ＵＥ９５０に送信され得る。ＣＣＡパラメータは、ＭＡＣ制
御要素としてまたはＲＲＣメッセージにおいて送信され得る。ＣＣＡパラメータは特定の
ＵＥへの送信において通信され得るが、それはまた、複数のＵＥにも送信され得る。一例
では、ＣＣＡパラメータは、複数のＵＥ９５０にブロードキャストされ得る。複数のＵＥ
へＣＣＡパラメータをブロードキャストするための方法の中のでもとりわけ、それは共通
ＲＲＣメッセージの一部としてブロードキャストされ得るまたはＵＥのグループに知られ
ているＲＮＴＩを伴う新しいＤＣＩフォーマットによってブロードキャストされ得る。
【００９７】
　[00111]　装置は、（１つまたは複数の）ＵＥ９５０からの送信において情報を受信し
得る。とりわけ、報告は、ＵＥによって受信されるＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ、干渉測
定値、および／またはＣＣＡクリアランス統計値を含み得る。ＣＣＡパラメータ決定コン
ポーネント９１０は、ＣＣＡパラメータの決定の少なくとも一部において、報告に含まれ
る情報を使用し得る。
【００９８】
　[00112]　装置は、図８の前述のフローチャートにおけるアルゴリズムのブロックの各
々を実施する追加的なコンポーネントを含み得る。したがって、図８の前述のフローチャ
ートにおける各ブロックは、１つのコンポーネントによって実施され得、装置は、それら
のコンポーネントのうちの１つまたは複数を含み得る。これらコンポーネントは、述べら
れたプロセス／アルゴリズムを実行するように特に構成された１つまたは複数のハードウ
ェアコンポーネントであるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実施するよう構成さ
れたプロセッサによってインプリメントされるか、プロセッサによるインプリメンテーシ
ョンのためにコンピュータ読み取り可能な媒体内に記憶されるか、またはこれらの何らか
の組合せであり得る。
【００９９】
　[00113]　図１０は、処理システム１０１４を用いる装置９０２’についてのハードウ
ェアインプリメンテーションの例を例示する図１０００である。処理システム１０１４は
、概してバス１０２４によって表されるバスアーキテクチャを用いてインプリメントされ
得る。バス１０２４は、処理システム１０１４の特定の用途および全体的な設計制約に応
じて、相互接続バスおよびブリッジをいくつでも含み得る。バス１０２４は、プロセッサ
１００４、コンポーネント９０４、９０６、９０８、９１０およびコンピュータ読み取り
可能な媒体／メモリ１００６によって表される、１つまたは複数のプロセッサおよび／ま
たはハードウェアコンポーネントを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１０２４は
また、タイミングソース、周辺機器、電圧レギュレータ、および電力管理回路のような、
様々な他の回路もリンクさせ得るが、これらは当該技術で周知であるため、これ以上説明
されることはない。
【０１００】
　[00114]　処理システム１０１４は、トランシーバ１０１０に結合され得る。トランシ
ーバ１０１０は、１つまたは複数のアンテナ１０２０に結合される。トランシーバ１０１
０は、送信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ
１０１０は、１つまたは複数のアンテナ１０２０から信号を受信し、受信された信号から
情報を抽出し、抽出された情報を処理システム１０１４に、特に受信コンポーネント９０
４に提供する。加えて、トランシーバ１０１０は、処理システム１０１４、特に送信コン
ポーネント９０６から情報を受信し、その受信された情報に基づいて、１つまたは複数の
アンテナ１０２０に適用される信号を生成する。処理システム１０１４は、コンピュータ
読み取り可能な媒体／メモリ１００６に結合されたプロセッサ１００４を含む。プロセッ
サ１００４は、コンピュータ読み取り可能な媒体／メモリ１００６に記憶されたソフトウ
ェアの実行を含む一般的な処理を担う。ソフトウェアは、プロセッサ１００４によって実
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行されたとき、処理システム１０１４に、任意の特定の装置に関して上で説明した様々な
機能を実施させる。コンピュータ読み取り可能な媒体／メモリ１００６はまた、ソフトウ
ェアを実行するときにプロセッサ１００４によって操作されるデータを記憶するために使
用され得る。処理システムはさらに、コンポーネント９０４、９０６、９０８、および９
１０のうちの少なくとも１つを含む。これらのコンポーネントは、プロセッサ１００４上
で動作するかコンピュータ読み取り可能な媒体／メモリ１００６に存在（resident）／記
憶されたソフトウェアコンポーネントか、プロセッサ１００４に結合された１つまたは複
数のハードウェアコンポーネントか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理シ
ステム１０１４は、ｅＮＢ１０５のコンポーネントであり得、メモリ６４２および／また
はＴＸプロセッサ６２０、ＲＸプロセッサ６３８、およびコントローラ／プロセッサ６４
０のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１０１】
　[00115]　一構成では、ワイヤレス通信のための装置９０２／９０２’は、ＵＬ送信の
ためのＣＣＡプロシージャを実施する際にＵＥによって使用されるためのＣＣＡパラメー
タを決定するための手段と、ＣＣＡパラメータのインジケーションをＵＥに送信するため
の手段とを含む。装置９０２／９０２’は、ＵＥから報告を受信するための手段を含み得
る。例えば、報告は、ＵＥによって受信されるＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ、干渉測定報
告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを備え得る。ＣＣＡパラメ
ータを決定するための手段は、受信された報告を少なくとも部分的に使用してＣＣＡパラ
メータを決定し得る。前述の手段は、前述の手段によって記載された機能を実施するよう
に構成された装置９０２’の処理システム１０１４および／または装置９０２の前述のコ
ンポーネントのうちの１つまたは複数であり得る。上に説明されたように、処理システム
１０１４は、ＴＸプロセッサ６２０、ＲＸプロセッサ６３８、およびコントローラ／プロ
セッサ６４０を含み得る。したがって、１つの構成では、前述の手段は、前述の手段によ
って記載された機能を実施するよう構成されたＴＸプロセッサ６２０、ＲＸプロセッサ６
３８、およびコントローラ／プロセッサ６４０であり得る。
【０１０２】
　[00116]　図１１は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１１００である。方法は
、ＵＥ（例えば、ＵＥ１１５、７０２、装置１２０２／１２０２’）によって実施され得
る。
【０１０３】
　[00117]　１１０６において、ＵＥは、ＣＣＡパラメータのインジケーションを受信す
ることに先立ってｅＮＢに報告を送信し得る。とりわけ、そのような報告は、ＣＣＡパラ
メータのインジケーションを受信することに先立って、受信されたＷｉ－Ｆｉパケットの
タイプ、ＤＬ送信のための干渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少な
くとも１つを備え得る。報告は、図８の項目８０２および８０８に関連して説明されたよ
うに、ＵＥに送るためのＣＣＡパラメータインジケーションをｅＮＢが決定することを支
援し得る。
【０１０４】
　[00118]　１１０２において、ＵＥは、ＵＬ送信のためのＣＣＡプロシージャを実施す
る際に使用するためのＣＣＡパラメータのインジケーションを受信する。代替的な態様で
は、ＵＥは、ＣＣＡパラメータのセットを受信し得、ここでＣＣＡパラメータのセットは
、ＣＣＡプロシージャの異なる態様に影響する１つまたは複数のＣＣＡパラメータを含み
得る。
【０１０５】
　[00119]　１１０４において、ＵＥは、ＵＬ送信のためのＣＣＡプロシージャを実施す
る際に少なくとも１つのＣＣＡパラメータを使用するかどうかを決定する。この決定は、
ＵＥが、ｅＮＢにおける情報が古くなっている、ｅＮＢがＣＣＡパラメータを送ってから
状況が変化した、および／またはＣＣＡパラメータとＵＥの他の要件との間にコンフリク
トが存在する、と決定することに基づき得る。
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【０１０６】
　[00120]　これは、いくつかの方法のいずれにおいても成され得る。一例では、ＵＥは
、ｅＮＢにおける情報が古くなっていることを決定または考慮し得る。例えば、ＵＥがあ
る特定のＬＢＴ優先順位クラスのトラフィックを送信する必要がある場合、ｅＮＢのＬＢ
Ｔパラメータは、このトラフィックが多重化されることを可能にしない可能性がある。こ
の限定は、ｅＮＢが利用可能な最新のバッファステータス報告（ＢＳＲ）を有さないので
、例えば、３ＧＰＰにおける多重化ルールに基づき得る。またＢＳＲは、異なる優先順位
クラスにわたるトラフィックの分配を示さない可能性がある。故に、ｅＮＢがそのような
限定を伴うＣＣＡについてのパラメータを示すとき、ＵＥは、ｅＮＢからのこれらのＣＣ
Ａパラメータの少なくとも一部をオーバーライドし、代わりにそれ自身の決定されたパラ
メータを使用することを決定し得る。
【０１０７】
　[00121]　第２の例は、クロスキャリアスケジューリングベースのＵＬ送信を含み得る
。この例では、ｅＮＢは、数ｍｓ早くグラントにおいてＣＣＡパラメータを送り得るが、
アンライセンスキャリアにおける変化した状況に起因して、ＵＥは、ｅＮＢのグラントの
パラメータに従うことができない可能性がある。この例では、ＵＥは、ｅＮＢからのＣＣ
Ａパラメータの少なくとも一部を無視することを決定し得る。
【０１０８】
　[00122]　別の例では、ＵＥは、ＵＥにおけるインデバイス共存（ＩＤＣ）要件が原因
で、ｅＮＢから受信されたＣＣＡパラメータを使用しないことを決定し得る。ｅＮＢから
受信されたＣＣＡパラメータとＵＥのＩＤＣ要件との間にコンフリクトが存在するとき、
ＵＥは、ｅＮＢからのＣＣＡパラメータの少なくとも一部を無視することを決定し得る。
【０１０９】
　[00123]　次にＵＥは、ＵＬ送信のためのＣＣＡプロシージャを実施する。ＵＥは、１
１０６ａにおいて、ＣＣＡを実施するために（１つまたは複数の）示されたＣＣＡパラメ
ータを使用し得る。ＵＥは、示されたパラメータを尊重しないことを決定し得、代わりに
１１０６ｂにおいてＣＣＡを実施するために異なるＣＣＡパラメータ／複数のパラメータ
を使用し得る。ＵＥは、１１０６ｃにおいて、ＣＣＡを実施するためにＣＣＡパラメータ
のすべてではないがいくらかを使用することを決定し得る。
【０１１０】
　[00124]　インジケーションは、ＵＬグラント、ＤＬグラント、複数のＵＥを対象とす
るブロードキャスト、ＲＲＣメッセージ、またはＭＡＣ制御要素のうちの少なくとも１つ
において受信され得る。インジケーションは、図８に関連して説明された、ｅＮＢからの
送信に対応し得る。
【０１１１】
　[00125]　ｅＮＢは、（１つまたは複数の）共通ＣＣＡパラメータのインジケーション
を、ＵＥの定義されたグループに送信し得る。定義されたグループは、ＦＤＭまたはＭＵ
－ＭＩＭＯ動作のためにグループ化されたＵＥのセットを備え得る。ＵＥのグループに共
通ＣＣＡパラメータを提供することによって、ＵＥが同じセットのＣＣＡパラメータを有
するようになることを確実にする。
【０１１２】
　[00126]　ＵＥは、ＵＥのいくつかの定義されたグループの一部であり得、ＵＥの各定
義されたグループは、共通ＣＣＡパラメータのそれ自身のセットを有し得る。したがって
、ＵＥは、ｅＮＢからＣＣＡパラメータの複数のセットを受信し得、各セットは、少なく
とも１つのＣＣＡパラメータを含む。
【０１１３】
　[00127]　図１２は、例示的な装置１２０２における異なる手段／コンポーネント間の
データフローを例示する概念的データフローダイアグラム１２００である。装置は、ＵＥ
であり得る。装置は、ｅＮＢ１２５０から送信を受信する受信コンポーネント１２０４と
、ＣＣＡおよび可能性のある報告を含む通信をｅＮＢ１２５０に送信する送信コンポーネ
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ント１２０６とを含む。装置１２０２はまた、ＣＣＡ動作を実施するＣＣＡコンポーネン
ト１２０８を含む。受信コンポーネント１２０４は、ＵＬのためのＣＣＡプロシージャを
実施する際に使用するための少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを受
信し得る。装置は、ＵＬ送信のためのＣＣＡプロシージャを実施する際に少なくとも１つ
のＣＣＡパラメータを使用するかどうかを決定するＣＣＡパラメータ決定コンポーネント
１２１２を含み、決定をＣＣＡコンポーネント１２０８に提供し得る。
【０１１４】
　[00128]　ＣＣＡコンポーネント１２０８は次いで、装置に、ｅＮＢから受信された示
されたパラメータを使用してＵＬ送信のためのＣＣＡプロシージャを実施させるために、
送信コンポーネント１２０６と通信し得る。
【０１１５】
　[00129]　受信コンポーネントは、ｅＮＢからＤＬグラントまたはＵＬグラントにおい
てＣＣＡパラメータのインジケーションを受信し得る。ＣＣＡパラメータを備える送信は
、その装置を対象とし得る。代替的に、装置は、複数のＵＥを対象とするブロードキャス
トにおいて、パラメータのインジケーションを受信し得る。ＣＣＡパラメータのインジケ
ーションはまた、ＲＲＣメッセージまたはＭＡＣ制御要素において受信され得る。
【０１１６】
　[00130]　装置はさらに、ｅＮＢ１２５０への送信のための報告を生成する報告コンポ
ーネント１２１０を備え得る。例えば、報告は、ＣＣＡパラメータのインジケーションを
受信することに先立って、受信されたＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ、ＤＬ送信のための干
渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを含み得る。報告
コンポーネントは、ｅＮＢ１２５０への送信のために、報告情報を送信コンポーネント１
２０６に提供し得る。報告コンポーネントは、報告を生成するために、受信コンポーネン
ト１２０４において受信され、報告コンポーネントに提供された情報を使用し得る。
【０１１７】
　[00131]　装置は、図１１の前述のフローチャートにおけるアルゴリズムのブロックの
各々を実施する追加的なコンポーネントを含み得る。したがって、図１１の前述のフロー
チャートにおける各ブロックは、１つのコンポーネントによって実施され得、装置は、そ
れらのコンポーネントのうちの１つまたは複数を含み得る。これらコンポーネントは、述
べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように特に構成された１つまたは複数のハー
ドウェアコンポーネントであるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実施するよう構
成されたプロセッサによってインプリメントされるか、プロセッサによるインプリメンテ
ーションのためにコンピュータ読み取り可能な媒体内に記憶されるか、またはこれらの何
らかの組合せであり得る。
【０１１８】
　[00132]　図１３は、処理システム１３１４を用いる装置１２０２’についてのハード
ウェアインプリメンテーションの例を例示する図１３００である。処理システム１３１４
は、概してバス１３２４によって表されるバスアーキテクチャを用いてインプリメントさ
れ得る。バス１３２４は、処理システム１３１４の特定の用途および全体的な設計制約に
応じて、相互接続バスおよびブリッジをいくつでも含み得る。バス１３２４は、プロセッ
サ１３０４、コンポーネント１２０２、１２０４、１２０６、１２０８、１２１０、１２
１２およびコンピュータ読み取り可能な媒体／メモリ１３０６によって表される、１つま
たは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアコンポーネントを含む様々な回路を互
いにリンクする。バス１３２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧レギュレータ
、および電力管理回路のような、様々な他の回路もリンクさせ得るが、これらは当該技術
で周知であるため、これ以上説明されることはない。
【０１１９】
　[00133]　処理システム１３１４は、トランシーバ１３１０に結合され得る。トランシ
ーバ１３１０は、１つまたは複数のアンテナ１３２０に結合される。トランシーバ１３１
０は、送信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ
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１３１０は、１つまたは複数のアンテナ１３２０から信号を受信し、受信された信号から
情報を抽出し、抽出された情報を処理システム１３１４に、特に受信コンポーネント１２
０４に、提供する。加えて、トランシーバ１３１０は、処理システム１３１４、特に送信
コンポーネント１２０６から情報を受信し、その受信された情報に基づいて、１つまたは
複数のアンテナ１３２０に適用される信号を生成する。処理システム１３１４は、コンピ
ュータ読み取り可能な媒体／メモリ１３０６に結合されたプロセッサ１３０４を含む。プ
ロセッサ１３０４は、コンピュータ読み取り可能な媒体／メモリ１３０６に記憶されたソ
フトウェアの実行を含む一般的な処理を担う。ソフトウェアは、プロセッサ１３０４によ
って実行されたとき、処理システム１３１４に、任意の特定の装置に関して上で説明した
様々な機能を実施させる。コンピュータ読み取り可能な媒体／メモリ１３０６はまた、ソ
フトウェアを実行するときにプロセッサ１３０４によって操作されるデータを記憶するた
めに使用され得る。処理システムはさらに、コンポーネント１２０２、１２０４、１２０
６、１２０８、１２１０、１２１２のうちの少なくとも１つを含む。これらのコンポーネ
ントは、プロセッサ１３０４上で動作するかコンピュータ読み取り可能な媒体／メモリ１
３０６に存在／記憶されたソフトウェアコンポーネントか、プロセッサ１３０４に結合さ
れた１つまたは複数のハードウェアコンポーネントか、またはそれらの何らかの組合せで
あり得る。処理システム１３１４は、ＵＥ１１５のコンポーネントであり得、メモリ６８
２および／またはＴＸプロセッサ６６４、ＲＸプロセッサ６５８、およびコントローラ／
プロセッサ６８０のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１２０】
　[00134]　一構成では、ワイヤレス通信のための装置１２０２／１２０２’は、ＵＬ送
信のためのＣＣＡプロシージャを実施する際に使用するためのＣＣＡパラメータのインジ
ケーションを受信するための手段と、示されたパラメータを使用してＵＬ送信のためのＣ
ＣＡプロシージャを実施するための手段とを含む。装置１２０２／１２０２’は、ＣＣＡ
パラメータのインジケーションを受信することに先立ってｅＮＢに報告を送信するための
手段を備え得る。例えば、報告は、受信されたＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ、ＤＬ送信の
ための干渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のいずれも備え得る。前述の手段
は、前述の手段によって記載された機能を実施するように構成された装置１２０２’の処
理システム１３１４および／または装置１２０２の前述のコンポーネントのうちの１つま
たは複数であり得る。上に説明されたように、処理システム１３１４は、ＴＸプロセッサ
６６４、ＲＸプロセッサ６５８、およびコントローラ／プロセッサ６８０を含み得る。し
たがって、１つの構成では、前述の手段は、前述の手段によって記載された機能を実施す
るよう構成されたＴＸプロセッサ６６４、ＲＸプロセッサ６５８、およびコントローラ／
プロセッサ６８０であり得る。
【０１２１】
　[00135]　当業者は、情報および信号が、多様な異なる技術および技法のうちのいずれ
を使用しても表され得ることを理解するだろう。例えば、上の説明を通して言及された可
能性のあるデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボルおよびチップは、電
圧、電流、電磁波、磁場または磁性粒子、光場または光粒子、あるいはそれらのいかなる
組合せによっても表され得る。
【０１２２】
　[00136]　図９、図１０、および図１２、および図１３における機能ブロックおよびコ
ンポーネントは、プロセッサ、電子デバイス、ハードウェアデバイス、電子コンポーネン
ト、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード、ファームウェアコード等またはそれらの任
意の組合せを備え得る。
【０１２３】
　[00137]　当業者は、さらに、ここでの開示に関連して説明された様々な例示的な論理
ブロック、コンポーネント、回路、およびアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、
コンピュータソフトウェア、またはその両方の組合せとしてインプリメントされ得ること
を認識するだろう。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に例示するため
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に、様々な例示的なコンポーネント、ブロック、回路、およびステップが、一般にそれら
の機能性の観点から上に説明されている。そのような機能性が、ハードウェアとしてイン
プリメントされるかまたはソフトウェアとしてインプリメントされるかは、特定の用途お
よびシステム全体に課せられる設計制約に依存する。当業者は、説明された機能性を特定
の用途ごとに様々な方法でインプリメントし得るが、そのようなインプリメンテーション
の決定（decisions）は、本開示の範囲からの逸脱を生じさせるものとして解釈されるべ
きではない。当業者はまた、ここに説明されたコンポーネント、方法、またはインタラク
ションの順序または組合せが単なる例であること、そして本開示の様々な態様のコンポー
ネント、方法、またはインタラクションは、ここに例示および説明されたもの以外の方法
で組み合わせられ得るまたは実施され得ることも容易に認識することになる。
【０１２４】
　[00138]　ここでの開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、コンポー
ネント、回路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他
のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディス
クリートハードウェアコンポーネント、またはここに説明された機能を実施するように設
計されたそれらの任意の組合せを用いて、インプリメントまたは実施され得る。汎用プロ
セッサは、マイクロプロセッサであり得るが、別の方法では、プロセッサはいかなる従来
のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンでもあり得
る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、例えば、ＤＳＰと１つの
マイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連結した１つま
たは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成としてもインプリメン
トされ得る。
【０１２５】
　[00139]　ここでの開示に関連して説明されたアルゴリズムまたは方法のステップは、
直接的にハードウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェアコンポーネ
ントにおいて、またはそれらの２つの組合せにおいて、具現化され得る。ソフトウェアコ
ンポーネントは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、
ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、
ＣＤ－ＲＯＭ、または当該技術で既知の任意の他の形態の記憶媒体内に存在し得る。例示
的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み出すことができるように、および
記憶媒体へ情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合されている。別の方法
では、記憶媒体はプロセッサに統合され得る。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣに
存在し得る。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に存在し得る。別の方法では、プロセッサおよび
記憶媒体は、ユーザ端末内のディスクリートコンポーネントとして存在し得る。
【０１２６】
　[00140]　１つまたは複数の例示的な設計において、説明された複数の機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せでインプリメント
され得る。ソフトウェアでインプリメントされる場合、それら機能は、コンピュータ読み
取り可能な媒体上の１つまたは複数の命令またはコードとして記憶または送信され得る。
コンピュータ読み取り可能な媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラ
ムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体および通信媒体の両方を
含む。コンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってア
クセスされることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そ
のようなコンピュータ読み取り可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ
ＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス
、あるいは汎用または専用コンピュータ、もしくは汎用または専用プロセッサによってア
クセスされることができ、かつ命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコード手
段を搬送または記憶するために使用されることができる、任意の他の媒体を備えることが
できる。また、接続は、コンピュータ読み取り可能な媒体と適正に名付けられ得る。例え
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ば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペアまたはデジタ
ル加入者回線（ＤＳＬ）を使用してウェブサイト、サーバまたは他の遠隔ソースから送信
される場合には、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペアまたはＤＳＬは、
媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場合、ディスク（disk）およびディスク（
disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc
）、光ディスク（disc）、デジタル多目的ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登
録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、
ここで、ディスク（disks）は、通常磁気的にデータを再生し、一方ディスク（discs）は
、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組合せもまた、コンピュータ読み
取り可能な媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１２７】
　[00141]　請求項を含め、ここで使用される場合、「および／または」という用語は、
２つ以上の項目のリストに使用されるとき、リストされた項目のうちのいずれの１つも、
それだけで用いられることができること、あるいは、リストされた項目の２つ以上のいか
なる組合せも用いられることができること、を意味する。例えば、ある構成（compositio
n）がコンポーネントＡ、Ｂおよび／またはＣを含むとして説明される場合、その構成は
、Ａ単体、Ｂ単体、Ｃ単体、ＡとＢとの組合せ、ＡとＣとの組合せ、ＢとＣとの組合せ、
あるいは、ＡとＢとＣとの組合せを含むことができる。また、請求項を含め、ここで使用
される場合、「のうちの少なくとも１つ」で終わる項目のリストで使用される「または（
or）」は、例えば、「Ａ、ＢまたはＣのうちの少なくとも１つ」というリストが、Ａまた
はＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよ
びＣ）あるいはそれらの任意の組合せにおけるそれらのいずれのものをも意味するような
、選言的なリスト（a disjunctive list）を示す。
【０１２８】
　[00142]　本開示の先の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にす
るために提供される。本開示への様々な修正は、当業者にとって容易に明らかとなり、こ
こに定義された一般的な原理は、本開示の範囲または精神から逸脱することなく、他のバ
リエーションにも適用され得る。したがって、本開示は、ここに説明された例および設計
に限定されるようには意図されておらず、ここに開示された原理および新規な特徴と一致
する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　１つまたは複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関する情報
を受信することと、
　前記受信された情報に基づいて、アップリンク（ＵＬ）のためのＣＣＡプロシージャを
実施する際にユーザ装置（ＵＥ）によって使用されるための、少なくとも１つのクリアチ
ャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータを決定することと、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを前記ＵＥに送信すること
と、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記情報を受信することは、少なくとも１つのＵＥから報告を受信することを含む、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記情報を受信することは、前記１つまたは複数のＲＡＴについてのトラフィックを観
察することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
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　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、または、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて前記ＵＥに送信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ＵＥからの前記報告は、前記ＵＥによって受信されるＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ
、干渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを備え、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記受信された報告を少なくとも部分的に
使用して決定される、
　Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、複数のＵＥにブロードキャストされる、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ブロードキャストは、共通ＲＲＣメッセージの一部としてブロードキャストされる
またはＵＥのグループに知られている無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を伴う新
しいダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットによるものである、Ｃ６に記載の方法
。
［Ｃ８］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、スロットごとに前記ＵＥによって使用され
ることになるＣＣＡしきい値を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、チャネルアクセスまたはバックオフスキー
ムのうちの１つのインジケーションを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記チャネルアクセススキームのインジケ
ーションを備え、示されるチャネルアクセススキームは、ＵＬチャネルごとに異なる、Ｃ
７に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記ＣＣＡのためのスロットの少なくとも
一部についての持続時間を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、予約信号タイプを尊重するかどうかのイン
ジケーションを備え、前記予約信号タイプは、
　Ｗｉ－Ｆｉ予約信号、
　前記ＵＥ展開に関連する予約信号、または、
　別のライセンス支援アクセス展開に関連する予約信号、
　のうちの少なくとも１つである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記インジケーションは、最大送信電力または送信電力の変化を備える、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ１４］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、Ｗｉ－Ｆｉチャネル使用ビーコン信号（Ｗ
－ＣＵＢＳ）を送信するかどうかのインジケーションを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、競合ベースのアクセスが前記ＵＬ送信につ
いて可能にされているかどうかを示し、ここにおいて、前記競合ベースのアクセスが可能
にされているとき、前記ＵＥは、前記ｅＮＢからのＵＬグラントなしに、前記チャネルを
求めて競合することができる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
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　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、アップリンクＣＣＡ免除送信（ＵＬ－ＣＥ
Ｔ）が可能にされているかどうかを示す、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関する情報
を受信するための手段と、
　前記受信された情報に基づいて、アップリンク（ＵＬ）のためのＣＣＡプロシージャを
実施する際にユーザ装置（ＵＥ）によって使用されるための、少なくとも１つのクリアチ
ャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータを決定するための手段と、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを前記ＵＥに送信するため
の手段と、
　を備える、装置。
［Ｃ１８］
　前記情報を受信することは、少なくとも１つのＵＥから報告を受信すること、または前
記１つまたは複数のＲＡＴについてのトラフィックを観察することのうちの少なくとも１
つを含む、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、または、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて前記ＵＥに送信される、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記ＵＥからの前記報告は、前記ＵＥによって受信されるＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ
、干渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを備え、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記受信された報告を少なくとも部分的に
使用して決定される、
　Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、複数のＵＥにブロードキャストされる、Ｃ
１７に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記ブロードキャストは、共通ＲＲＣメッセージの一部としてブロードキャストされる
またはＵＥのグループに知られている無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を伴う新
しいダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットによるものである、Ｃ２１に記載の装
置。
［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、
　スロットごとに前記ＵＥによって使用されることになるＣＣＡしきい値、
　チャネルアクセススキーム、
　バックオフスキーム、
　前記チャネルアクセススキームであって、示されるチャネルアクセススキームがＵＬチ
ャネルごとに異なる、前記チャネルアクセススキーム、
　前記ＣＣＡのためのスロットの少なくとも一部についての持続時間、
　予約信号タイプを尊重するかどうか、前記予約信号タイプは、Ｗｉ－Ｆｉ予約信号、前
記ＵＥ展開に関連する予約信号、または別のライセンス支援アクセス展開に関連する予約
信号のうちの少なくとも１つである、
　Ｗｉ－Ｆｉチャネル使用ビーコン信号（Ｗ－ＣＵＢＳ）を送信するかどうか、
　競合ベースのアクセスが前記ＵＬ送信について可能にされているかどうか、ここにおい
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て、前記競合ベースのアクセスが可能にされているとき、前記ＵＥは、前記ｅＮＢからの
ＵＬグラントなしに、前記チャネルを求めて競合することができる、
　アップリンクＣＣＡ免除送信（ＵＬ－ＣＥＴ）が可能にされているかどうか、
　送信電力の変化、または、
　最大送信電力、
　のうちの少なくとも１つを示す、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　１つまたは複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関する情
報を受信することと、
　　前記受信された情報に基づいて、アップリンク（ＵＬ）のためのＣＣＡプロシージャ
を実施する際にユーザ装置（ＵＥ）によって使用されるための、少なくとも１つのクリア
チャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータを決定することと、
　　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを前記ＵＥに送信するこ
とと、
　を行うように構成される、
　装置。
［Ｃ２５］
　前記情報を受信することは、少なくとも１つのＵＥから報告を受信すること、または前
記１つまたは複数のＲＡＴについてのトラフィックを観察することのうちの少なくとも１
つを含む、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、または、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて前記ＵＥに送信される、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記ＵＥからの前記報告は、前記ＵＥによって受信されるＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ
、干渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを備え、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記受信された報告を少なくとも部分的に
使用して決定される、
　Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、複数のＵＥにブロードキャストされる、Ｃ
２４に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記ブロードキャストは、共通ＲＲＣメッセージの一部としてブロードキャストされる
またはＵＥのグループに知られている無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を伴う新
しいダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットによるものである、Ｃ２８に記載の装
置。
［Ｃ３０］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、
　スロットごとに前記ＵＥによって使用されることになるＣＣＡしきい値、
　チャネルアクセススキーム、
　バックオフスキーム、
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　前記チャネルアクセススキームであって、示されるチャネルアクセススキームがＵＬチ
ャネルごとに異なる、前記チャネルアクセススキーム、
　前記ＣＣＡのためのスロットの少なくとも一部についての持続時間、
　予約信号タイプを尊重するかどうか、前記予約信号タイプは、Ｗｉ－Ｆｉ予約信号、前
記ＵＥ展開に関連する予約信号、または別のライセンス支援アクセス展開に関連する予約
信号のうちの少なくとも１つである、
　Ｗｉ－Ｆｉチャネル使用ビーコン信号（Ｗ－ＣＵＢＳ）を送信するかどうか、
　競合ベースのアクセスが前記ＵＬ送信について可能にされているかどうか、ここにおい
て、前記競合ベースのアクセスが可能にされているとき、前記ＵＥは、前記ｅＮＢからの
ＵＬグラントなしに、前記チャネルを求めて競合することができる、
　アップリンクＣＣＡ免除送信（ＵＬ－ＣＥＴ）が可能にされているかどうか、
　送信電力の変化、または、
　最大送信電力、
　のうちの少なくとも１つを示す、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ３１］
　コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ読み取り可能な媒体であって、
　１つまたは複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのワイヤレス通信に関する情報
を受信することと、
　前記受信された情報に基づいて、アップリンク（ＵＬ）のためのＣＣＡプロシージャを
実施する際にユーザ装置（ＵＥ）によって使用されるための、少なくとも１つのクリアチ
ャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータを決定することと、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータのインジケーションを前記ＵＥに送信すること
と、
　を行うためのコードを備える、
　コンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３２］
　前記情報を受信することは、少なくとも１つのＵＥから報告を受信すること、または前
記１つまたは複数のＲＡＴについてのトラフィックを観察することのうちの少なくとも１
つを含む、Ｃ３１に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３３］
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、または、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて前記ＵＥに送信される、Ｃ３１に記載のコンピュータ
読み取り可能な媒体。
［Ｃ３４］
　前記ＵＥからの前記報告は、前記ＵＥによって受信されるＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ
、干渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを備え、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、前記受信された報告を少なくとも部分的に
使用して決定される、
　Ｃ３３に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３５］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、複数のＵＥにブロードキャストされる、Ｃ
３１に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３６］
　前記ブロードキャストは、共通ＲＲＣメッセージの一部としてブロードキャストされる
またはＵＥのグループに知られている無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を伴う新
しいダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットによるものである、Ｃ３５に記載のコ
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ンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３７］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータは、
　スロットごとに前記ＵＥによって使用されることになるＣＣＡしきい値、
　チャネルアクセススキーム、
　バックオフスキーム、
　前記チャネルアクセススキームであって、示されるチャネルアクセススキームがＵＬチ
ャネルごとに異なる、前記チャネルアクセススキーム、
　前記ＣＣＡのためのスロットの少なくとも一部についての持続時間、
　予約信号タイプを尊重するかどうか、前記予約信号タイプは、Ｗｉ－Ｆｉ予約信号、前
記ＵＥ展開に関連する予約信号、または別のライセンス支援アクセス展開に関連する予約
信号のうちの少なくとも１つである、
　Ｗｉ－Ｆｉチャネル使用ビーコン信号（Ｗ－ＣＵＢＳ）を送信するかどうか、
　競合ベースのアクセスが前記ＵＬ送信について可能にされているかどうか、ここにおい
て、前記競合ベースのアクセスが可能にされているとき、前記ＵＥは、前記ｅＮＢからの
ＵＬグラントなしに、前記チャネルを求めて競合することができる、
　アップリンクＣＣＡ免除送信（ＵＬ－ＣＥＴ）が可能にされているかどうか、
　送信電力の変化、または、
　最大送信電力、
　のうちの少なくとも１つを示す、Ｃ３１に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３８］
　ユーザ装置（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　アップリンク（ＵＬ）送信のためのＣＣＡプロシージャを実施する際に使用するための
、少なくとも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータのインジケーショ
ンを受信することと、
　ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際に前記少なくとも１つのＣＣＡ
パラメータを使用するかどうかを決定することと、
　前記ＣＣＡプロシージャを実施することと、
　を備える、方法。
［Ｃ３９］
　前記ＣＣＡプロシージャを実施することは、前記少なくとも１つの示されたＣＣＡパラ
メータを使用して、ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施することを含む、Ｃ
３８に記載の方法。
［Ｃ４０］
　前記ＵＥが、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータを使用しないと決定するとき、前
記ＵＥは、前記少なくとも１つの示されたＣＣＡパラメータとは異なるパラメータを使用
して前記ＣＣＡプロシージャを実施する、Ｃ３８に記載の方法。
［Ｃ４１］
　前記ＵＥは、アップリンク（ＵＬ）送信のためのＣＣＡプロシージャを実施する際に使
用するための複数のパラメータについてのインジケーションを受信し、ここにおいて、前
記ＵＥは、前記複数の示されたパラメータの一部のみを使用して前記ＣＣＡプロシージャ
を実施する、Ｃ３８に記載の方法。
［Ｃ４２］
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　複数のユーザ装置（ＵＥ）を対象とするブロードキャスト、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて受信される、Ｃ３８に記載の方法。
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［Ｃ４３］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータの前記インジケーションを受信することに先立
って、受信されたＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ、ダウンリンク（ＤＬ）送信についての干
渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを備える報告を送
信することをさらに備える、Ｃ３８に記載の方法。
［Ｃ４４］
　ユーザ装置（ＵＥ）におけるワイヤレス通信ための装置であって、
　アップリンク（ＵＬ）送信のためのＣＣＡプロシージャを実施する際に使用するための
、少なくとも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータのインジケーショ
ンを受信するための手段と、
　ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際に前記少なくとも１つのＣＣＡ
パラメータを使用するかどうかを決定するための手段と、
　前記ＣＣＡプロシージャを実施するための手段と、
　を備える、装置。
［Ｃ４５］
　前記決定するための手段が前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータを使用しないと決定
するとき、前記ＣＣＡプロシージャを前記実施するための手段は、前記少なくとも１つの
示されたＣＣＡパラメータとは異なるパラメータを使用する、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記受信するための手段は、アップリンク（ＵＬ）送信のためのＣＣＡプロシージャを
実施する際に使用するための複数のパラメータについてのインジケーションを受信し、こ
こにおいて、前記ＣＣＡプロシージャを前記実施するための手段は、前記複数の示された
パラメータの一部のみを使用する、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　複数のユーザ装置（ＵＥ）を対象とするブロードキャスト、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて受信される、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータの前記インジケーションを受信することに先立
って、受信されたＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ、ダウンリンク（ＤＬ）送信についての干
渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを備える報告を送
信するための手段をさらに備える、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４９］
　ユーザ装置（ＵＥ）におけるワイヤレス通信ための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　アップリンク（ＵＬ）送信のためのＣＣＡプロシージャを実施する際に使用するため
の、少なくとも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータのインジケーシ
ョンを受信することと、
　　ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際に前記少なくとも１つのＣＣ
Ａパラメータを使用するかどうかを決定することと、
　　前記ＣＣＡプロシージャを実施することと、
　を行うように構成される、装置。
［Ｃ５０］
　前記ＵＥが、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータを使用しないと決定するとき、前
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記ＵＥは、前記少なくとも１つの示されたＣＣＡパラメータとは異なるパラメータを使用
して前記ＣＣＡプロシージャを実施する、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記ＵＥは、アップリンク（ＵＬ）送信のためのＣＣＡプロシージャを実施する際に使
用するための複数のパラメータについてのインジケーションを受信し、ここにおいて、前
記ＵＥは、前記複数の示されたパラメータの一部のみを使用して前記ＣＣＡプロシージャ
を実施する、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５２］
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　複数のユーザ装置（ＵＥ）を対象とするブロードキャスト、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて受信される、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータの前記インジケーションを受信することに先立
って、受信されたＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ、ダウンリンク（ＤＬ）送信についての干
渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを備える報告を送
信するようにさらに構成される、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５４］
　ユーザ装置（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記
憶するコンピュータ読み取り可能な媒体であって、
　アップリンク（ＵＬ）送信のためのＣＣＡプロシージャを実施する際に使用するための
、少なくとも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）パラメータのインジケーショ
ンを受信することと、
　ＵＬ送信のための前記ＣＣＡプロシージャを実施する際に前記少なくとも１つのＣＣＡ
パラメータを使用するかどうかを決定することと、
　前記ＣＣＡプロシージャを実施することと、
　を行うためのコードを備える、コンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ５５］
　前記ＵＥが、前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータを使用しないと決定するとき、前
記ＵＥは、前記少なくとも１つの示されたＣＣＡパラメータとは異なるパラメータを使用
して前記ＣＣＡプロシージャを実施する、Ｃ５４に記載のコンピュータ読み取り可能な媒
体。
［Ｃ５６］
　前記ＵＥは、アップリンク（ＵＬ）送信のためのＣＣＡプロシージャを実施する際に使
用するための複数のパラメータについてのインジケーションを受信し、ここにおいて、前
記ＵＥは、前記複数の示されたパラメータの一部のみを使用して前記ＣＣＡプロシージャ
を実施する、Ｃ５４に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ５７］
　前記インジケーションは、
　ＵＬグラント、
　ダウンリンク（ＤＬ）グラント、
　複数のユーザ装置（ＵＥ）を対象とするブロードキャスト、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素、
　のうちの少なくとも１つにおいて受信される、Ｃ５４に記載のコンピュータ読み取り可
能な媒体。
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［Ｃ５８］
　前記少なくとも１つのＣＣＡパラメータの前記インジケーションを受信することに先立
って、受信されたＷｉ－Ｆｉパケットのタイプ、ダウンリンク（ＤＬ）送信についての干
渉測定報告、およびＣＣＡクリアランス統計値のうちの少なくとも１つを備える報告を送
信するためのコードをさらに備える、Ｃ５４に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
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